
『太
平
広
記
』
訳
注

巻

四
百
十
九

「
龍
」

二

(上
)
1

太
平
広
記
読
書
会

本
稿
は
前
稿

「
『太
平
広
記
』
訳
注

-
巻
四
百
十
八

「龍
」

一

(下
)

i
」
(『国
語
国
文
学
研
究
』
第
四
十
四
号

二
〇
〇
九
年
)
に
続
き
、
『太

平
広
記
』
の
巻
四
百
十
九
の
訳
注
で
あ
る
。
『太
平
広
記
』
は
北
宋
の
初

め
に
編
纂
さ
れ
た
小
説
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
。
本
書
は
日
本
の
説
話
文

学
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
訳
注
を
行
う
こ
と

は
今
後
の
中
国
文
学

・
日
本
文
学
双
方
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
考
え

る
。

ま
た
こ
れ
は
平
成
十
七
年
七
月
十
四
日
よ
り
始
ま
っ
た

『太
平
広
記
』

読
書
会
の
成
果
の

一
部
で
も
あ
る
。
当
読
書
会
は
熊
本
大
学
所
属
の
教
員

を
中
心
に
し
て
、
他
大
学
の
教
員
や
学
生
、
社
会
人
な
ど
、
所
属
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
広
く
集
ま

っ
た
有
志
に
よ
る
会
で
あ
り
、
今
後
も

『太
平
広

記
』
を
読
み
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

底
本
、
参
考
文
献
、
及
び
字
体
に
つ
い
て
は

「
『太
平
広
記
』
訳
注

-
巻
四
百
十
八

「龍
」

一

(上
)
1
」
(『国
語
国
文
学
研
究
』
第
四
十
三

号

二
〇
〇
入
年
)
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
作
品
番
号
は
前
稿
の
続
き

と
す
る
。

な
お
本
話
は
長
編
の
た
め
、
内
容
に
よ
っ
て
全
体
を
十

一
段
落
に
分
け

た
上
で
、
本
稿
で
は
前
半
六
段
落
、
次
稿
で
は
後
半
五
段
落
を
扱
う
こ
と

と
す
る
。

0
15

「柳
毅
」

(
一
)

〔本
文
〕

唐
儀
鳳
中
、
有
儒
生
柳
毅
者
鷹
墨
下
第
、
將
還
湘
濱
。
念
郷
人
有
客
於

浬
陽
者
、
遂
往
告
別
。

至
六
七
里
、
鳥
起
馬
驚
、
疾
逸
道
左
。
又
六
七
里
、
乃
止
。
見
有
婦
人
、

牧
羊
於
道
畔
。
毅
怪
視
之
、
乃
殊
色
也
。
然
而
蛾
瞼
不
好
、
巾
袖
無
光
。

凝
聴
翔
立
、
若
有
所
伺
。
毅
詰
之
日
、
「子
何
苦
而
自
辱
如
是
。」
婦
始
楚

而
謝
、
終
泣
而
封
日
、
「賎
妾
不
幸
、
今
日
見
辱
於
長
者
。
然
而
恨
貫
肌
骨
、

亦
何
能
憶
避
。
幸

一
聞
焉
。
妾
洞
庭
龍
君
小
女
也
。
父
母
配
嫁
浬
川
次
子
。

而
夫
婿
樂
逸
、
爲
碑
僕
所
惑
、
日
以
厭
薄
。
既
而
將
訴
於
舅
姑
、
舅
姑
愛

其
子
、
不
能
禦
。
遣
訴
頻
切
、
又
得
罪
舅
姑
、
舅
姑
殿
瓢
以
至
此
。
」
言
詑
、





郷

の
人

が
浬

陽
に
仮
住

ま

い
し

て

い
る

の
を

思

い
出

し
、

そ

こ

で
別
れ

を

告

げ

に
行

く

こ
と

に
し
た

。

六
、
七

里

(
一
里

11
五

五
九

・
八

m
)
行

く
と

、
鳥

が

飛
び

立

っ
て
馬

が

は

っ
と

し
、

道

の
左

側

に
素
早

く
逃

げ
出

し
た

。
更

に
六
、

七

里
進

ん

で

や

っ
と

止
ま

っ
た
。

そ

こ

で
女

性

が
道
端

で
羊

を
放

牧

し

て

い
る

の
を

見
か

け
た

。
柳
毅

は
怪

し
く

思

っ
て
よ
く
見

て

み
る
と

、
何

と

素
晴

ら

し

い
容
貌

で
あ

っ
た
。

し
か
し

蛾
眉

の
か
ん
ば

せ
は
晴

れ

や

か

で
は
な

く
、

衣
装

に
も
輝

き

が
な

い
。
じ

っ
と

耳
を

す
ま

し
た

り
立

ち
止

ま

っ
た

り

し

て
、
何

か
を

待

ち

ま

か
え

て

い

る
か

の
よ
う

で
あ

る
。
柳

毅

は
女

性

に

「
あ

な
た

は
ど
う

し

て
苦

し
み

な
が

ら
こ
ん

な

に
自

分

を

辱
め

て

い
る
の

で
す

か

。
」
と

尋

ね
た

。
女

性

は
初

め

は
悲

し

そ
う

に
謝

っ
て

い
た

が
、

と
う

と
う

泣

き

な

が
ら

答
え

た

。
「
私
め
は

不

幸

に
も

、
今

日
あ

な

た
様

に
恥

を
さ

ら
す

こ
と
と

な

っ
て
し
ま

い
ま
し

た
。

し

か
し

恨

み
骨
髄

に
徹

し

て

お
り

ま

す

れ
ば

、

ど
う

し

て
恥

じ

て
身

を

隠

す

こ
と

な

ど

で
き

ま

し

ょ
う

や
。

ど
う
か
少

々
お
聞
き

下

さ

い
ま

せ
。

私

は
洞

庭
竜

君

の
末
娘

で
ご
ざ

い
ま
す

。
両
親

は

私
を

浬
川
竜

王

の
次
男

に
嫁

が

せ
ま

し

た
。

し

か

し
夫
は

遊

び
耽
り

、
下

男
下
女

に
惑

わ
さ

れ

て
し
ま

い
、

日

に
日

に
私

を
疎

ん
ず

る

よ
う

に
な
り

ま
し

た
。
義

父
母

に
申

し
上

げ

よ
う

と

い
た

し

ま

し
た

が
、
義

父
母

は
息

子
を

溺
愛

し

て
お

り

、
止

め

る
こ
と

は

で
き
ま

せ

ん
。
何

度

も
何
度

も
申

し
上

げ

て

い
る
内

に
義

父

母

に
も
嫌

わ

れ

て
し

そ
し

ま

い
、

誹
り

退

け

ら
れ

て

こ

の
あ
り

さ

ま

で
す
。
」
話

し

終

わ

る
と

す

す

り

泣
き

、
悲

し

み
に
堪
え

き

れ
な

い
様
子

で
あ

っ
た

。

ま
た

「
洞

庭
湖

は

こ
こ
か

ら
ど

れ
ほ
ど
遠

い
の
か
計

り

知

れ
ま

せ

ん
。

大

空

は
果

て
し
な

く
広

が
り

、
音

信
を

通
ず

る
こ
と

も

か
な

い
ま

せ

ん
。

思

い
も

ま

な
ざ

し

も
届

か
ず

、
私

の
悲

し

み
を

知
ら

せ

る
こ
と

も

で
き

ま

せ
ん

。
あ

な
た

様

は
呉

に
お

戻
り

に
な

り

、
洞

庭
湖

の
す

ぐ
近

く
を

お

通

り

と
伺

い
ま
し

た

。
お
付

き

の
方

に

で
も
手

紙

を
お

ま
か

せ

で
き

た
ら

と

思

う

の

で
す

が

、
ど

う

か
お

引
き
受

け

い
た

だ

け
ま

せ
ぬ

で

し

ょ
う

か

。
」

と

頼

ん
だ

。

(
一
一)

〔本
文
〕

毅
日
、
「吾
義
夫
也
。
聞
子
之
説
、
氣
血
倶
動
。
恨
無
毛
朋
、
不
能
奮
飛
。

是
何
可
否
之
謂
乎
。
然
而
洞
庭
深
水
也
。
吾
行
塵
間
、
寧
可
致
意
耶
。
唯

恐
道
途
顯
晦
、
不
相
通
達
、
致
負
誠
托
、
又
乖
懇
願
。
子
有
何
術
、
可
導

我
邪
。
」

女
悲
泣
且
謝
日
、
「負
載
珍
重
、
不
復
言
 
。
脱
獲
回
耗
、
難
死
必
謝
。

君
不
許
、
何
敢
言
。
既
許
而
問
、
則
洞
庭
之
與
京
邑
、
不
足
爲
異
也
。」

毅
請
聞
之
。
女
日
、
「洞
庭
之
陰
、
有
大
橘
樹
焉
。
郷
人
謂
之
社
橘
。
君

當
解
去
弦
帯
、
束
以
他
物
。
然
後
叩
樹
三
獲
、
當
有
慮
者
。
因
而
随
之
、

無
有
碍
 
。
幸
君
子
書
叙
之
外
、
悉
以
心
誠
之
話
椅
託
。
千
萬
無
楡
。」

毅
日
、
「敬
聞
命
 
。」
女
遂
於
嬬
聞
解
書
、
再
拝
以
進
。
東
望
愁
泣
、
若

不
自
勝
。
毅
深
爲
之
戚
、
乃
置
書
嚢
中
。

因
復
問
日
、
「吾
不
知
子
之
牧
羊
、
何
所
用
哉
。
紳
砥
山豆
宰
殺
乎
。」
女

日
、
「非
羊
也
。
雨
工
也
。」
「何
爲
雨
工
。」
日
、
「雷
窪
之
類
也
。」
敷
顧

視
之
、
則
皆
矯
顧
怒
歩
、
飲
翫
甚
異
。
而
大
小
毛
角
、
則
無
別
羊
焉
。



毅

又

日
、

「
吾

爲
使

者

、
他

日

蹄

洞
庭

、
幸

勿

相

避

。
」
女

日
、
「
寧

止

不
避

、
當

如
親

戚
耳
。
」
語
寛

、

引
別

東
去
。

不
敷

十

歩
、

回
望

女
與

羊

、

倶
亡

所
見

 
。

〔訓

読
〕

毅

曰

く
、

「
吾

は
義

夫

な
り

。

子

の
説
を

聞

き

、
気

血

倶

に
動

く

。

あ
た

恨
む
ら
く
は
毛
羽
無
く
、
奮
飛
す
る
能
は
ざ
る
を
。
是

何
ぞ
可
否
を
之

し

か

な
ん

謂
は
ん
や
。
然
而
れ
ど
も
洞
庭
は
深
水
な
り
。
吾

塵
間
を
行
く
に
、
寧

ぞ
意
を
致
す
べ
け
ん
や
。
唯
だ
恐
ら
く
は
道
途

顕
晦
に
し
て
、
相
通
達

そ
む

せ
ず

、
誠

托

に
負
く
を

致

し
、

又
た
懇

願

に
乖

か
ん

こ
と

を
。

子

に
何

の

術
有

り

て
、

我
を
導

く

べ
き

や
」

と

。

も

女

悲

泣

し

且

つ
謝

し

て
曰

く
、

「
負
載

珍

重

、
復

た

言

は
ず

。
脱

し

え

回
耗
を
獲
ば
、
死
す
と
錐
も
必
ず
謝
せ
ん
。
君

許
さ
ず
ん
ば
、
何
ぞ
敢

を

へ
て
言

は
ん

。
既

に
許
し

て
問

は
ば

、
則
ち

洞
庭

の
京

邑

に
与

け

る
、
異

と
為

す

に
足

ら
ざ

る
な
り

」
と

。
毅

之
を

聞

か
ん

こ
と

を
請

ふ
。

女

曰

く

、
「
洞

庭

の
陰

に
、
大

橘
樹

有

り

。
郷

人

之

を
社

橘

と

謂

ふ

。
君

こ

当

に
弦

の
帯

を
解

き
去
り

て
、

束

ぬ
る

に
他

物
を

以

て
す

べ
し
。
然

る
後

に
樹
を

叩
く

こ
と

三
発
な

ら
ば

、
当

に
応
ず

る
者
有

る

べ
し

。
因

り

て
之

さ
ま
た

に
随
は
ば
、
碍
ぐ
る
有
る
無
し
。
幸
は
く
は
君
子

書
叙
の
外
、
悉
く
心

か

誠

の
話
を

以

て
衙

託
せ

ん
。
千

万
楡

は

る
こ
と
無

か

れ
」

と

。
毅

曰
く

、

よ

「敬
し
て
命
を
聞
け
り
」
と
。
女

遂
に
儒
間
於
り
書
を
解
き
、
再
拝
し

ご
と

て
以

て
進

む

。
束
望

し

て
愁

ひ
泣
き

、
自
ら

勝

へ
ざ

る
が
若

し

。
毅

深

い
た

く
之

が
為

に
戚

み
、

乃
ち
書

を
嚢

中

に
置
く

。

因

り

て
復

た

問

ひ

て
曰
く

、

「
吾

知

ら

ず

子

の
羊
を

牧

す

る

は
、

何

の
用

ふ
る
所

な
り

や

。
神

砥

山豆
に
宰

殺

す

る
か
」
と

。
女

曰
く

、
「羊

に
非
ざ

る
な
り

。
雨

工

な
り

」
と

。
「
何

を

か
雨

工
と

為
す

」
と

。

曰
く

、

し
ば

「雷
震
の
類
な
り
」
と
。
数
し
ば
顧
み
て
之
を
視
れ
ば
、
則
ち
皆
矯
顧
怒

い
ん
け
つ

こ
と

歩

し

、
飲

翫

甚
だ

異

な
り

。
而

る

に
大

小

毛
角

、
則

ち

羊

に
別

な

る
無

し
。

ね
が

毅

又

た

曰

く
、

「
吾

使

者

と

為

り
、

他

日

洞

庭

に

帰

ら
ば

、
幸

た

は
く

は

相
避

く

る

こ
と

勿
か

れ
」

と

。
女

曰

く
、

「
寧

ぞ

止

だ

に
避

け
ざ

を

る

の
み
な

ら

ん
や

、
当

に
親

戚

の
如

く

す

べ
き

の

み
」

と

。

語

寛

は

り

ゆ

て
、

引
き

別
れ

て
東

に
去

く

。
数

十
歩

な

ら
ず

し

て
、
女

と
羊

と
を

回

望

な

す
れ
ば
、
倶
に
見
る
所
亡
し
。

〔語
注
〕

○
塵
聞

俗
世
。
人
間
の
世
界
。
○
道
途
顯
晦

道
が
は

っ
き
り
見
え
る

世
界

(人
界
)
と
見
え
な
い
世
界

(異
界
)
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
。
「顯

晦
既
殊
」
(巻
二
百
九
十
七

「丹
丘
子
」
出

『陸
用
神
告
録
』
)、
「顯
晦
殊

途
」
(巻
三
百
四
十

「李
章
武
」
出

『李
景
亮
為
作
伝
』)
、
「顯
晦
殊
途
」

(巻
四
百
九
十
二

「霊
応
伝
」)
と
同
様
の
言

い
方
か
。
○
負
載
珍
重

「負
載
」
は
背
負
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
依
頼
を
引
き
受
け
た
こ
と
。
○
回

耗

返
信
。
○
洞
庭
之
陰

「陰
」
は
山
の
北
側
、
川
の
南
側
を
指
す
。

こ
こ
で
は
洞
庭
湖
の
南
岸
を
言
う
。
『説
文
解
字
』
十
四
篇
下

「淘
」
部

に

「陰
、
闇
也
。
水
之
南
、
山
之
北
也
。」
(陰
は
、
闇
な
り
。
水
の
南
、

山
の
北
な
り
。)
と
あ
る
。
○
宰
殺

屠
殺
す
る
こ
と
。
○
雨
工

「雨
土
」

に
同
じ
か
。
雨
土
は
羊
の
姿
を
し
た
雨
の
神
の
類
。
『新
唐
書
』
巻
三
十

四

「
五
行
志

・
羊
禍
」
に

「乾
符
二
年
、
洛
陽
建
春
門
外
因
暴
雨
、
有
物



堕
地
如

殺
羊

。

不
食
、

頃
之

入
地

中
、
其

跡

月
鹸

不
滅

。
或

以
爲

雨
土

也

。

占

日
、
當
旱

。
」

(乾
符

二
年

、
洛

陽
建
春

門
外

に
暴
雨

に
因

り

て
、
物

の

し
ば
ら

地

に
堕

つ
る
有
り

て
殺

羊

の
如

し

。
食

ら
は
ず

、

之
を

頃
く

し

て
地
中

に

お

も

入
り
、

其

の
跡

月
余

滅

せ
ず

。
或

る
ひ
と

以
為

へ
ら
く

雨
土

な
り

と

。

占

に
曰
く
、

「
当

に
旱
す

べ
し

」
と

。
)
と

あ

る
。
○

矯

顧
怒

歩

力
強

く

辺
り
を

見

回
し
た

り
歩

い
た
り

す

る

こ
と

。
○

飲
既

飲

み
食

い
す

る

こ

と

。〔訳
文
〕

柳
毅

は

「
私

は
義

侠

心
有

る
者

で
す
。

あ

な
た

の
お

話
を

う
か

が

っ
て
、

た
ざ

気

も
血

も
渡

る

思

い
で
す
。

翼
が

無
く

て
飛

ん

で

い
け

な

い
の
が
残
念

な

く
ら

い
で
す

。
ど

う

し
て
否

応
あ

り
ま

し

ょ
う

か

。
し

か

し
洞
庭

湖

は
深

い
湖

で
す
。

私

は
俗
世

を
往

来
す

る
身

で
あ

り
ま

す

の
に
、

ど
う

し

て
あ

な
た

の
お
気

持
ち

を
伝

え
ら

れ

る
で

し
ょ
う

か
。

人
界

と
神

界

は
道
を

異

に
し

て

い
る
た

め
お
届

け
す

る

こ
と

が
で
き

ず

に
、
あ

な
た

の
心

か

ら

の

御

依
頼

を

果
た

せ
ず
、

懇

ろ
な
願

い
に
背

い
て

し
ま
う

こ
と

が
心

配

で
す

。

あ
な

た
は
如

何

な
る
方

法

に
よ

っ
て
、

私
を

お
導

き
く

だ

さ
る

の

で
し

ょ

う

か
。
」
と

言

っ
た
。

娘

は
悲

し

げ

に
泣

き
な

が

ら
も

礼

を
言

っ
た
。

「
有

り
難

く

も

お
引

き

受

け

い
た
だ

き

、
言
葉

も

ご
ざ

い
ま

せ
ん
。

も

し
返
事

を
手

に

で
き
ま

し

た
ら

、
た

と
え

死

ん
で
も
き

っ
と

御
礼

を
致

し
ま

す
。

あ

な
た

が
お
引

き

受

け

下
さ

ら
な

け
れ
ば

申

し
上
げ

な

い
こ
と

な

の

で
す

が

、
お

引
き
受

け

の
上

お
尋

ね
と

あ
り
ま

す

れ
ば
申

し

上
げ
ま

し

ょ
う
、

洞
庭

湖
と

都

と
は

、

い
か
ほ

ど

の
違

い
も

な

い
も

の
な

の

で
す
。
」

柳
毅

が

も

つ
と

聞

き

た

い

と

頼

む
と
、

娘

は

「
洞
庭

湖

の
南

側

に
大

き

な
橘

の
樹

が
あ

り
ま

す

。
村

人

は
社

橘
と

呼

ん

で

い
ま

す
。

あ
な

た

は
そ

の
帯
を

ほ

ど

い
て
、
他

の
帯

を

お

し
め

に
な

っ
て
下
さ

い
。

そ

れ
か
ら

樹
を

三

回
叩

け
ば

、
返

事

を
す

る
者

が

い
る
は
ず

で
す

。

そ
し

て

そ
れ

に

つ

い
て

い
け

ば
、

何

の
障
害

も

ご

ざ

い
ま
せ

ん
。

ど
う

か
あ

な

た
様

に
は

手
紙

に
書

い
た

こ
と

の
外

に
も
、

私

の
心

か
ら

の
話

を

お
伝
え

願

い
ま

す
。

く

れ
ぐ

れ
も
心

変

わ
り

な
ど

い

た

さ

れ
ま

せ

ぬ

よ
う

。
」

と

言

っ
た

。
柳

毅

は

「慎

ん

で
承

知
致

し
ま

し

た

。
」
と

答

え

た
。

娘

は

そ

こ
で

肌
着

の
間

か

ら
手

紙
を

取

り

出

し
、

再

拝

し

て
手

渡

し
た

。

そ
し

て
東
を

望

ん

で
愁

い
泣
き

、
堪

え
き

れ

な

い
よ

う

で
あ

っ
た

。
柳

毅
は

心

か
ら
彼

女

に
同

情

し
、

そ
れ

か
ら
手

紙

を
袋

の

中

に
入
れ
た

。

そ

し

て
柳

毅

は
更

に

「
私

に
は
よ

く
分

か

ら
な

い
の
で
す

が
、

あ
な

た

が
羊
を

飼

っ
て

い
る

の
は

、
何

に
使
う

た

め
な

の
で
し

ょ
う

か
。

天
地

の

神

も

屠
殺

し

た
り

す

る

の
で

し

ょ
う

か
。
」

と

尋

ね
た

。
娘

は

「
こ
れ

は

羊

で
は
あ

り

ま

せ

ん
。

雨

工

で
す
。
」
と

答

え

た
。

柳
毅

「
雨

工
と

は

ど

の
よ
う

な
も

の
な

の
で
し

ょ
う

か
。
」

娘

「
雷

の
仲

間

で
す
。
」

何

度
も

振

り

返

っ
て
見

て
み
る
と

、

雨
工
達

は

み
な

力
強

く
辺

り
を

見

回
し

た
り

歩

い
た
り

し

て
お
り

、
飲

み
食

い
す

る
さ
ま

は
羊

と

は
全
く

違

っ
て

い
た

。

し
か

し
大
き

さ

や
角
、

毛

は
羊
と

違

い
は

無
か

っ
た

。

柳
毅

が
ま

た

「
私

が
使
者

の
任

を

果
た

し
、

後

日
あ

な
た

が
洞

庭
湖

に

お
戻

り

に
な

ら

れ

た

ら
、
ど

う

か

私

を

避

け

た

り

な

さ

ら
な

い

で
下

さ

い
。
」

と
言

う

と
、

娘

は

「
ど
う

し

て
あ

な
た

を

避

け
な

い
ば

か
り

で
あ

り

ま

し

ょ
う

、
当

然
親

戚

の
よ

う

に
お

つ
き

あ

い
さ

せ

て

い
た

だ

き

ま



す
。
」

と
言

っ
た

。
話

が
終

わ

る
と
、
柳

毅

は
別

れ

て
東

へ
と
向

か

っ
た

。

数
十
歩

も

い
か
な

い
内

に
娘

と
羊

を
振
り

返

っ
て
見

れ
ば

、
ど

ち
ら
も

見

え

な
く

な

っ
て

い
た
。

(
三
)

〔本
文

〕

其
夕

、
至

邑
而

別
其

友

。
月
餓

(月

鯨
原
作

日
余
。

捺

明
紗

本
、

陳
校

本
改

。
)
到

郷

還

家
、

乃
訪

於

洞

庭
。

洞
庭

之

陰

、
果

有

橘
社

。
遂

易

帯

向

樹

、
三

撃

而
止

。
俄

有

武

夫
出

於

波
聞

、
再

拝

請

日

、
「
貴

客

將
自

何

所
至
也

。
」

毅
不

告
其
實

、

日
、

「
走
謁
大

王

耳
。
」

武
夫

掲
水

指

路
、
引

毅

以
進

。
謂
毅

日
、

「
當

閉

目
。
数

息
可

達
 

。
」

毅

如
其

言

、
遂

至
其
宮

。
始

見
墓

閣
相
向

、

門

戸
千
萬

、
奇

草
珍

木

、
無

所
不
有

。

夫

乃
止

毅

停

於
大

室

之

隅

、
日
、

「
客
當

居

此

以

伺

焉
。
」
毅

日
、

「
此

何
所
也

。
」
夫

日
、
「
此
璽

虚

殿
也
。
」
諦
視

之

、
則

人

聞
珍
實

、
畢
蓋

於
此

。

柱
以
白

壁

、
醐

以
青

玉
、
旧杯
以

珊
瑚

、
簾
以

水
精

。

離
琉

璃
於

翠
楯

、
飾

現
珀

於
虹

棟
。

奇
秀

深
杳

、

不
可
琿

言
。

然

而

王
久

不
至

。
毅

謂

夫

日
、

「
洞
庭

君
安

在

哉

。
」

日
、

「
吾

君
方

幸

玄

珠
閣

、
與

太

陽

道
士

講

大

経
。
少

選

當

畢
。
」

毅

日

、
「
何

謂
大

経

。
」

夫

日
、
「
吾

君
龍

也

。
龍
以

水
爲

紳

、
墨

一
滴

可

包
陵

谷
。

道
士

乃

人
也

。

人
以

火
爲
聯

聖

、
畿

一
燈

可
瞭

阿
房

。
然

而

露
用

不
同

、
玄

化
各

異

。
太

陽
道

士
精
於

人

理
。
吾

君
遽

以
聴

。
」

言
語

畢

、
而
宮

門
關

。
景

從
雲

合
。
而

見

一
人
披

紫

衣
、

執
青

玉
。

夫

躍
日

、

「
此
吾

君
也

。
」
乃

至
前

以
告

之

。

〔訓

読
〕

其

の
夕

べ
、

邑

に
至
り

て
其

の
友

に
別

る
。

月
余

に
し

て
郷

に
到

り

て

家

に
還
り

、
乃

ち
洞

庭
を

訪

ぬ
。

洞
庭

の
陰

に

、
果

た
し

て
橘

社
有

り

。

か

遂
に
帯
を
易
へ
て
樹
に
向
か
ひ
、
三
撃
に
し
て
止
む
。
俄
か
に
武
夫
の
波

よ

ま

間
於
り
出
つ
る
有
り
、
再
拝
し
て
請
ひ
て
曰
く
、
「貴
客

将
た
何
れ
の

わ
れ

所

よ
り

至

る

か
」

と
。

毅

其

の
実

を
告

げ

ず

し

て
、
曰

く

、
「
走

大

王

に
謁

せ
ん

の
み
」

と
。

か
か

武

夫

水

を

掲
げ

路
を

指

し
、
毅

を

引
き

て
以

て
進

む

。
毅

に
謂

ひ

て

曰
く

、

「
当

に
目

を

閉

づ

べ

し
。
数

息

に
し

て
達
す

べ
し

」
と

。
毅

其

の
言

の
如

く
し

、
遂

に
其

の
宮

に
至

る
。
始

め

見

る
に
台

閣

相
向

か

ひ
、

門
戸

千

万
、

奇
草

珍

木

、
有

ら
ざ

る
所

無

し
。

夫

乃

ち
毅

を

止

め

て
大
室

の
隅

に
停

め

て
、

曰
く

、

「
客

当

に

此

う
か
が

に
居

り

て
以

て

伺

ふ

べ
し
」

と

。
毅

曰

く

、
「
此

何

れ

の
所

か
」

と

。

つ
ま
び

夫

曰
く

、

「
此

霊
虚

殿

な

り

」
と

。
諦

ら

か

に

之
を

視

れ

ば

、
則

ち

人

ご
と
ご
と

み
ぎ
り

問
の
珍
宝
、
畢
く
此
に
尽
き
た
り
。
柱
は
白
壁
を
以
て
し
、
醐
は
青
玉
を

以
て
し
、
休
は
珊
瑚
を
以
て
し
、
簾
は
水
精
を
以
て
す
。
琉
璃
を
翠
楯
に

ご
と
ご
と

離

し
、
號

珀
を

虹
棟

に
飾

る
。
奇

秀
深

杳

な

る
こ
と

、

琿
く

は
言

ふ

べ
か

ら
ず

。

し

か

然
而
れ
ど
も
王

久
し
く
至
ら
ず
。
毅

夫

に
謂
ひ
て
曰
く
、
「洞
庭

い
づ

ま
さ

君

安

く

に
在

り

や
」

と
。

曰

く
、

「
吾

が

君

方

に
玄
珠

閣

に
幸

し

、

お

太

陽
道

士
と

大
経

を
講

ず

。
少

選

に
し

て
当

に
畢

は

る

べ
し
」

と
。

毅

曰

く

、

「何

を

か
大

経
と

謂

ふ
」
と

。
夫

曰

く

、
「
吾

が
君

は
竜

な

り
。

竜

は



水
を
以
て
神
と
為
し
、

一
滴
を
挙
げ
て
陵
谷
を
包
む
べ
し
。
道
士
は
乃
ち

や

人
な
り

。
人

は
火
を

以

て
神

聖
と
為

し
、

一
灯

を
発

し

て
阿

房
を

燈

く

べ

お
の

し
。
然

而
れ

ど
も
霊

用

同

じ
か

ら
ず
、
玄

化

各

お

の
異

な
り

。
太

陽

く
わ

む
か

道

士

人
理

に
精

し
。
吾

が

君

趣

へ
て
以

て
聴
く

」
と

。

ひ
ら

か
げ

言
語

畢

は
り

、
而

し

て
宮

門

關
く

。
景

の
ご
と
く

従

ひ
雲

の
ご
と

き

く
合

す
。

而

し

て

一
人

の
紫
衣

を
披

、
青

玉
を
執

る
を
見

る
。
夫

躍

り

て
曰
く
、

「
此

吾

が
君

な
り
」

と

。
乃
ち

前

に
至

り

て
以

て
之

に
告
ぐ

。

〔語
注
〕

○
武

夫

勇
士

。

猛

々
し

い
男

。
○

走

自

己

の
謙

称

。
司

馬
遷

「
報

任

少

卿

書

」

(
『文

選
』
巻

四

十

一
)

に

「
太

史

公

牛

馬

走

、

司

馬

遷

再

拝

言

。
」

(太

史

公

の
牛

馬

走

、
司

馬
遷

再

拝

し

て
言

ふ
。
)
と

あ

り

、
李

善

注

に

「太

史

公
、

遷
父
談

也

。
走
、

猶
僕
也

。

言

己
爲
太

史

公
掌

牛
馬

之

僕

。
自
謙

之

僻
也

。
」

(太

史

公
は

、
遷

の
父
談

な
り

。

走
は

、
猶

ほ
僕

の

ご

と
き

な
り

。
己

太
史

公

の
為

に
牛
馬

の
僕

を
掌

る
を
言

ふ
。

自
謙

の

辞

な

り
。
)
と

あ

る
。
○

塞

虚

殿

・
玄

珠

閣

他

書

未

見
。

洞
庭

君

の
宮

殿

の
名

と
思

わ
れ

る
が

、
未

詳
。
○

太
陽
道

士

他

書
未

見

。
火

の
理
に

精

通

し
た
人

間
と

い
う

こ
と

を
表

し

て
い
る
か

。
○

少

選

し
ば

ら
く

。

○

龍

以
水
爲

騨

竜
と
水

に
関
係

の
深

い
こ
と

は

、
例
え

ば

『論

衡
』
「
龍

虚

」
篇

に

「
且
龍

之
所

居
、

常
在
水

澤
之

中
、

不
在

木

中
屋

聞
。
」

(且

つ

竜

の
居

る
所

は

、
常

に
水

沢

の
中

に
在

り

、
木

中

屋

間

に
在

ら

ず
。
)

と

あ

る
。
○

人
以
火

爲
柿

聖

人
類

が
火

を
用

い
る
よ
う

に
な

っ
た

の
は
、

燧
人

氏

が
教
え

た
か

ら

で
あ

る
と

い
う

。

『韓

非

子
』

「
五
嶽

」
篇

に

「
民

食

果

繭
蛙

蛤
、

腱
躁

悪
臭
而

傷
害

腹
胃

、
民
多

疾

病
。

有

聖
人
作

、
鐙

燧

取
火
、
以
化
腹
躁
。
而
民
説
之
、
使
王
天
下
、
號
之
日
燧
人
氏
。」
(民

果
菰
蛙
蛤
を
食
ら
ひ
、
腹
躁
悪
臭
に
し
て
腹
胃
を
傷
害
し
、
民
に
疾
病
多

お
こ

き

し

。
聖

人

の
作

る
有

り
、
燧

を

鐙
り

て
火

を
取

り

、
以

て
腿

躁
を

化
す

。

よ
ろ
こ

而

し

て
民

之
を

説

び
、

天
下

に
王

た
ら

し

め
、
之

を
号

し

て
燧

人
氏

と

日

ふ
。
)
と

あ

る
。

○

阿

房

秦

の
始

皇
帝

が
築

い
た
宮

殿

の
名
。

今

の

陳

西
省

西

安

市

の
北
西

、
潤

水

の
南

に
あ

っ
た

。

『
史

記
』

に
拠

れ

ば

そ

の
大

き

さ
は

東
西

五
百

歩

(約

六

七

五

m
)
、
南

北

五
十

丈

(約

=

二

・

五

m
)
、
上

に
は

一
万

人

を
座

ら

せ

る

こ
と

が

で
き

、

下

に
は

五
丈

(
約

一
一

・
二

五

m
)

の
旗

を
建

て
る

こ
と

が

で
き

る
と

い
う

巨
大

な
も

の
で

あ

っ
た

が
、

項

羽
が
成

陽

に
入

っ
た
際

に
焼
き

払

い
、
そ

の
火

は

三

ヶ
月

消
え

な

か

っ
た
と

言
わ

れ

る
。
○

人

理

或

い
は

「
火
理

」

の
誤

か
。

〔訳

文
〕

そ

の
日

の
夕

べ
、
村

に
た

ど
り

着

い
て
友

人

に
別

れ
を

告
げ

た

。

一
月

余
り

経

っ
て
故
郷

に
た

ど
り

着
き

帰
宅

す

る
と

、

や

っ
と

洞
庭

湖
を

尋

ね

る

こ

と

が

で
き

た
。

洞
庭

湖

の
南

岸

に
は

、
確

か

に
橘

の
生

え

た

社

が

あ

っ
た

。
そ

こ

で
帯
を

取
り

替
え

て
樹

を

三
回

叩

い
て
止

め

た
。
す

る
と

突
然

、

武

人

が
波

間

か
ら

現

れ

て
再

拝

し
、

「
客

人

は

一
体

ど
ち

ら

よ

り

お

い
で
か
。
」

と

尋
ね

た
。
柳

毅

は
本

当

の
こ
と

は
言

わ
ず

、

「
私

は
大

王

に
お
目

に
か

か
り

た

い
の
で
す

が
。
」

と
言

っ
た
。

武

人

は
水

を
押

し

開

い
て
路
を

指

さ
し

、
柳

毅
を

引
き

連

れ

て
進

ん
で

い

っ
た

。
柳
毅

に
向

か

っ
て

「
目

を
閉

じ
ら

れ

よ
。
す

ぐ

に
到
着

い
た
す

。
」

と

言

っ
た
。

柳
毅

が
言

わ

れ
た
と

お
り

に
し

て

い
る
と
、

そ

の
う

ち

に
宮

殿

に
到

着

し
た
。

か
く

て
や

っ
と

目

に
し

た

の
は
、
高

殿

が
向

か

い
合

っ



て
そ
び

え
、

千
万

も

の
扉

が
ず

ら

り
と
連

な
り

、
珍

し

い
植

物

が
何

で
も

生

え

て

い
る
と

い
う

光

景

で
あ

っ
た
。

武

人
は

や

っ
と
柳

毅

を
大

き

な

部

屋

の
片

隅

に
留

め
、

「
客

人

は

こ

こ

で
お

待
ち

に
な
ら

れ

よ
。
」

と

言

っ
た

。
柳
毅

が

「
こ

こ
は

ど

こ

で

し

ょ

う

か
。
」
と

尋
ね

る
と
、

武
人

は

「
こ

こ
は
霊
虚

殿

で
あ

る
。
」
と

答
え

た

。

よ
く
見

て
み
る
と

、
人

界

の
珍

し

い
財
宝

は

み
な
揃

っ
て

い
た
。

柱

は
白

壁

、

階
段

は
青
玉

、
寝
台

は

珊
瑚

、
簾

は
水
晶

で
作

ら

れ

て

い
た
。

琉
璃

を

窮

翠

の
廟

に
象

嵌
し

、
號

珀
を

虹

の
形

の
棟

木

に
飾

り
付

け

て

い
た
。

素

晴

ら
し
く

も
奥

深

い
こ
と

、
言

い
尽
く

せ
な

い
ほ
ど

で
あ

っ
た
。

し

か
し
王

は
何

時

に
な

っ
て
も
姿

を
見

せ
な

い
。
柳
毅

は

武

人

に

「
洞

庭

君

は

ど
ち

ら

に
お

い
で
な

の
で
す

か
。
」
と

尋

ね
た

。

武

人
は

「
我

が

君

は
ち

ょ
う

ど
玄

珠
閣

に
お

出
ま

し

に
な

り
、

太

陽
道

士
と

大
経

に

つ
い

て
語

り
合

っ
て
お
ら

れ

る
。
ま

も

な
く

終

わ

る
は

ず

で
あ

る
。
」

と
答

え

た
。
柳

毅

が

「
大

経
と

は
如

何
な

る
も

の

で
し

ょ
う

か

。
」
と

尋

ね

る
と
、

武

人

は

「我

が
君

は
竜

で
あ

ら

せ
ら
れ

る
。
竜

は
水

を
神

聖

な

る
も

の
と

す

る
が
、
水

と

は

一
滴

で
丘

や
谷

を
包

み

こ
む

こ
と

が

で
き

る
も

の
で
あ

る
。

し
か

し
道

士
は

人

で
あ

る
。

人

は
火
を
神

聖

な

る
も

の
と

す

る
が
、

火

と

は

一
本

の
灯

火

で
阿
房

宮
を

焼
き

尽
く
す

こ
と

が

で
き

る
も

の
で
あ

る
。

(ど
ち

ら
も

す
ご

い
力
を

持

っ
て

い
る
が

、
)

し
か

し

そ

の
霊

妙

な

る

働

き

は
同
様

で
は
な
く

、
玄

妙
な

る
変
化

は
そ

れ

ぞ
れ

異
な

っ
て
お

る
。

太

陽
道

士

は
人
界

の
道

理
に
精

通

し

て
お

ら
れ

る
。

そ

れ
故

我
が

君

は
彼

を

招

い
て
語

り
合

っ
て
お
ら

れ
る

の
だ
。
」

と
答

え

た
。

言

い
終

わ

る
と
宮

門
が

開

い
た
。

影
が
付

き
従

う

よ
う

に
、

雲

が
わ
き

お
こ
る
よ
う
に

(従
者
の

一
群
が
現
れ
)、
紫
衣
を
着
て
青
玉
を
手
に
し

た
人
が
現
れ
た
。
武
人
は
躍
り
上
が
っ
て
、
「
こ
ち
ら
が
我
が
君
で
あ
ら

せ
ら
れ
る
。」
と
言
い
、
前
に
進
み
出
て
申
し
上
げ
た
。

(四
)

〔本
文
〕

君
望
毅
而
問
日
、
「堂
非
人
聞
之
人
乎
。」
毅
封
日
、
「然
。」
毅
而
設
拝
。

(明
紗
本
毅
而
設
拝
作
既
而
封
後
拝
。)
君
亦
拝
、
命
坐
於
霊
虚
之
下
。

謂
毅
日
、
「水
府
幽
深
、
寡
人
暗
昧
。
夫
子
不
遠
千
里
、
將
有
爲
乎
。」

毅
日
、
「毅
、
大
王
之
郷
人
也
。
長
於
楚
、
遊
學

於
秦
。
昨
下
第
、
間
駆

浬
水
右
挨
、
見
大
王
愛
女
、
牧
羊
於
野
。
風
環
雨
髪
、
所
不
忍
視
。
毅
因

詰
之
、
謂
毅
日
、
『爲
夫
塔
所
薄
、
舅
姑
不
念
、
以
至
於
此
。』
悲
洒
淋
溜
、

誠
但
人
心
。
遂
託
書
於
毅
、
毅
許
之
。
今
以
至
此
。」
因
取
書
進
之
。

洞
庭
君
覧
畢
、
以
袖
掩
面
而
泣
日
、
「老
父
之
罪
。
不
能
鑑

(能
鑑
原

作
診
堅
。
糠
明
紗
本
、
陳
校
本
改
。)
聴
、
坐
胎
聾
瞥
、
使
閨
窓
濡
弱
、

遠
罹
溝
害
。
公
乃
阻
上
人
也
。
而
能
急
之
。
幸
被
歯
髪
、
何
敢
負
徳
。」

詞
畢
、
又
哀
咤
良
久
、
左
右
皆
流
涕
。

時
有
宣
人
密
視
君
者
。
君
以
書
授
之
、
令
達
宮
中
。
須
輿
、
宮
中
皆
働

契
。
君
驚
謂
左
右
日
、
「疾
告
宮
中
、
無
使
有
聲
。
恐
銭
塘
所
知
。」
毅
日
、

「銭
塘
何
人
也
。」
日
、
「寡
人
之
愛
弟
。
昔
爲
銭
塘
長
、
今
則
致
政
 
。」

毅
日
、
「何
故
不
使
知
。」
日
、
「以
其
勇
過
人
耳
。
昔
発
遭
洪
水
九
年
者
、

乃
此
子

一
怒
也
。
近
與
天
將
失
意
、
塞
其
五
山
。
上
帝
以
寡
人
有
薄
徳
於

古
今
、
遂
寛
其
同
氣
之
罪
。
然
猶
魔
繋
於
此
。
故
銭
塘
之
人
、
日
日
候



焉

。
」

語
未
畢

、
而

大
聲

忽
獲

、

天
折
地

裂
、

宮
殿

擢
簸

、
雲

煙
沸

湧

。
俄

有

赤
龍

長
千

鈴

尺
。
電

目
血

舌

、
朱
鱗

火
鑑

。
項

製
金

鎖
、

鎖
牽

玉

柱

。
千

雷
萬

窪
、

激
続

其
身

、
霰

雪

雨
電
、

一
時
皆

下

。

乃
腎
青

天
而

飛

去
。

毅

恐
願

朴
地

。
君

親
起

持
之

日
、

「
無
催

、

固
無
害

。
」
毅

良

久
梢

安

、

乃
獲

自
定

。
因

告

僻

日
、

「
願

得

生
蹄

、

以
避

復

來
。
」
君

日

、
「
必

不
如

此

。

其
去

則
然

、
其
來

則

不
然

。

幸
爲

少
鑑

縫
絡

。
」
因
命

酌

互
墨

、
以
款

人
事

。

〔訓
読

〕

君

毅

を

望

み

て
問

ひ

て

曰
く
、

「
山豆
に
人

間

の
人

に
非

ず

や

」
と

。

こ
た

す
な
わ

毅

対

へ
て
曰

く

、
「
然

り

」
と

。
毅

而

ち
拝

を

設

く

。
君

も

亦

た

拝

し
、
命

じ

て
霊

虚

の
下

に
坐

せ
し
む

。

毅

に
謂

ひ

て
曰

く

、
「
水

府

幽

深

に
し

て
、

寡

人

暗

昧

な

り
。

夫

は

子

千
里

を
遠

し
と

せ
ざ

る

は
、
将

た
為
す

こ
と
有

り

ゃ
」
と

。
毅

曰
く

、

さ
き

「
毅

は
、

大

王

の
郷

人
な

り

。
楚

に
長
じ

、
秦

に
遊

学
す

。
昨

に

下
第

し

、

浬
水

の
右

挨

に
問
駆

す

る
に

、
大
王

の
愛
女

の
、
羊

を
野

に
牧

す

る
を

見

と

る
。

風
環

雨
髪

、
視

る

に
忍
び

ざ

る
所
。
毅

因
り

て
之

に
詰

ふ

に
、

毅

ロつ
と

に

謂

ひ

て
曰

く
、

『
夫
婿

の
薄

ん
ず

る
所
と

為

り

、
舅

姑

念

は
ず

、

以

い
た

て
此

に
至

る
』

と
。

悲
洒

淋
滴

と

し

て
、
誠

に
人
心

を
但

ま

し
む

。
遂

に

書
を

毅

に
託

し
、
毅

之

を

許
す

。
今

以

て
此

に
至

る
」
と

。

因
り

て

書
を

取
り

て
之

に
進

む
。を

洞
庭

君

覧

る
こ
と
畢

は

り
、
袖

を
以

て
面

を
掩

ひ

て
泣
き

て
曰
く

、

あ
た

ゐ
な
が

お
く

「老
父
の
罪
な
り
。
鑑
聴
す
る
能
は
ず
、
坐
ら
聾
瞥
に
胎
り
、
閨
窓
の
濡

か
か

弱

を
し

て
、
遠

く
構

害

に
罹

ら
し
む

。
公
は

乃
ち

陪

上

の
人

な
り

。

而

る

よ

に
能
く
之
を
急
に
す
。
幸
ひ
に
し
て
歯
髪
を
被
ら
ば
、
何
ぞ
敢
へ
て
徳
に

や

負
か
ん
」
と
。
詞

畢
は
り
、
又
た
哀
咤
す
る
こ
と
良
や
久
し
く
し
て
、

左
右

皆
流
涕
す
。

時
に
宙
人
の
密
か
に
君
を
視
る
者
有
り
。
君

書
を
以
て
之
に
授
け
、

宮
中
に
達
せ
し
む
。
須
與
に
し
て
、
宮
中

皆
働
実
す
。
君

驚
き
て
左

と

右

に
謂

ひ

て
曰
く

、
「
疾

く
宮

中

に
告

げ

て
、
声

有

ら
し

む

る
こ
と
無

か

れ
。

銭

塘

の
知

る

所
と

な

ら

ん

こ
と

を

恐

る
」

と
。

毅

曰
く

、

「
銭
塘

は

何

人

た

な

り

や
」

と
。

曰
く

、

「
寡

人

の
愛

弟

な

り
。

昔

銭

塘

の
長

為

る
も

、
今

則
ち

政
を

致

せ
り

」
と

。
毅

曰
く

、

「
何

の
故

に
知

ら
し

め
ざ

る

か
」
と

。

曰

く
、

「
其

の
勇

人

に

過
ぐ

る
を

以

て
な

る

の
み
。

昔

尭

洪

水

に

遭

ふ

こ
と
九
年

な

る

は
、

乃
ち

此

の
子

一
た

び
怒

れ
ば

な

り
。

近
ご

ろ

天
将

と
意

を
失

ひ

、
其

の
五
山
を

塞
ぐ

。

上
帝

寡

人

の
薄

徳
を
古

今

に

有
す

る
を

以

て
、

遂

に
其

の
同
気

の
罪

を

寛
す

。
然

れ

ど
も

猶

ほ
此

に
廉

繋
す

。
故

に
銭

塘

の
人

、

日
日

候
す

」

と
。

さ

語

未
だ
畢
は
ら
ず
、
而
る
に
大
声

忽
ち
発
し
、
天

折
け

地

ま

も

ま

こ

ナ

裂
け
、
宮
殿

擢
簸
し
、
雲
煙

沸
湧
す
。
俄
か
に
赤
竜
の
長
千
余
尺
な

う
な
じ

ひ

る
有

り

。
電

目
血
舌

、

朱
鱗

火
鑑

あ
り

。

項

に
は
金

鎖
を

製

き
、
鎖

に
は

ひ

げ
き
ぜ
う

玉
柱

を
牽

く

。
千

雷
万

窪
、

其

の
身

に
激
緯

し

、
霰

雪

雨
電

、

一
時

に
皆

ひ
ら

け
つ
ほ
く

下
る
。
乃
ち
青
天
を
腎
き
て
飛
び
去
る
。
毅

恐
れ
て
地
に
蹴
朴
す
。
君

み
つ
か

も
と

親

ら
之

を

起

持

し

て

曰
く

、
「
催

る

る
無

か
れ

、

固
よ

り

害
無

し
」
と

。

や
う
や

毅

良

や
久

し
く

し

て
梢
く

安

ん
じ

、
乃

ち
自

ら
定

ま

る
を

獲

た
り
。

因

り

て
辞

を

告

げ

て
曰

く

、
「
願

は

く

は
生

き

な

が
ら

帰

る

を
得

、
以

て
復

た
来

た

る
を

避

け

ん
」
と

。

君

曰
く

、
「
必
ず

此

の
如

く

せ
ざ

れ
。

其

の



ゆ

ね
が

去
く

は
則
ち

然

る
も

、
其

の
来

る
は
則
ち
然

ら

ず
。

幸

は
く
は

為

に
少

し

け
ん
け
ん

く
縫
維
を
尽
く
さ
し
め
よ
」
と
。
因
り
て
酌
を
命
じ
て
互
ひ
に
挙
げ
、
以

て
人
事
を
款
す
。

〔語
注
〕

○
寡
人

諸
侯
が
自
分
を
謙
遜
し
て
言
う
言
葉
。
寡
徳
の
人
の
意
。
○
夫

子

男
子

の
尊
称
。
特
に
、
先
生
や
目
上
の
人
を
呼
ぶ
言
葉
。
○
楚

春

秋
戦
国
時
代
の
国
名
。
長
江
中
流
地
帯
を
領
有
し
、
郵
に
都
し
た
。
こ
こ

で
は
そ
の
楚
が
領
有
し
た
地
域
の
こ
と
を
指
し
、
柳
毅
の
故
郷
で
あ
る
湘

水
の
ほ
と
り
は
こ
の
区
域
に
含
ま
れ
る
。
○
秦

春
秋
戦
国
時
代
の
国
名
。

陳
西
省
の
地
を
領
有
し
、
始
皇
帝
の
時
に
天
下
を
統

一
し
た
。
都
は
威
陽
。

柳
毅
が
学
ん
だ
長
安
は
成
陽
の
東
に
あ
る
。
○
浬
水

第

一
段
落
「浬
川
」

注
を
参
照
。
○
風
環
雨
暫

「環
」
は
こ
こ
で
は

「髪
」
の
意
で
、
束
ね

た
髪
の
こ
と
。
風
雨
に
曝
さ
れ
て
ぼ
さ
ぼ
さ
に
傷
ん
で
し
ま

っ
た
髪
の
こ

と
を
言
う
。
○
坐
胎

「坐
」
は
た
や
す
く
、
何
も
せ
ず
に
。
「貼
」
は
人

に
も
の
を
贈
る
。
○
聾
曹

「聾
」
は
耳
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
、
「瞥
」
は

目
が
見
え
な
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
浬
川
の
竜
王
の
次
子
を
罵

っ
て
、
そ
の

よ
う
な
無
知
文
盲
の
輩
と
言
う
。
○
構
害

言
い
が
か
り
を
作

っ
て
害
す

る
。
○
階
上

「阻
」
は
道
。
柳
毅
が
本
来
無
関
係
の
通
り
す
が
り
で
あ

る
こ
と
を
言
う
。
○
被
歯
髪

「歯
髪
」
は
年
齢
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
歳

を
重
ね
て
生
き
な
が
ら
え
る
限
り
の
意
か
。
○
銭
塘

銭
塘
江
の
こ
と
。

漸
江
省
を
流
れ
る
川
の
名
。
漸
江
の
下
流
。
年
に

一
度
中
秋
節
の
頃
、
大

海
囎
を
起
こ
す
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
○
尭
遭
洪
水
九
年

尭
は
中
国
古
代

の
聖
天
子

の
名
。
五
帝
の

一
人
。
『史
記
』
巻

一
「
五
帝
本
紀

・
発
」
に

澆

の
時

に
洪
水

が
発

生

し
た

た
め

、
縣

に
命

じ

て
洪
水

を
治

め

さ
せ

よ
う

と

し
た
と

い
う

記
事

が
あ

る

。
「
禿

又

日
、
嵯

、

四
嶽

、
湯

湯
洪
水

酒

天
、

浩
浩
懐

山

裏
陵

、

下
民
其

憂
。

有
能

使

治
者

。
皆

日

、
縣

可
。
発

日

、
縣

負

命

殿
族

、

不
可
。

嶽

日
、

昇
哉

、
試

不
可

用
而

已

。
発
於

是
聴

嶽

用
縣

。

あ
あ

九
歳

、
功

用
不

成

。
」

(発

又

た

曰

く
、

「
嵯
、

四

嶽

、
湯

湯
と

し

て
洪

は
び
こ

つ
つ

の
ほ

水

天
に
酒
り
、
浩
浩
と
し
て
山
を
懐
み
陵
に
嚢
り
、
下
民

其
れ
憂
ふ
。

よ能

く
治

め
し

む

る
者

有

り

や
」

と
。

皆

曰

く
、

「
縣

は

可
な

り

」
と

。
発

こ
ぼ

曰

く
、

「
縣

は
命

に
負

き

て
族

を

殿

て
ば
、

可

な

ら
ず

」
と

。
嶽

曰

く
、

あ
「
昇
げ

ん
か

な
、
試

み

て
用

ふ

べ
か

ら
ざ

れ
ば

已
め

よ
」

と
。

雍

是

に

ゆ
る

於

い
て
嶽

に
聴

し

て
縣

を

用

ふ
。
九

歳

な

る
も

、
功

用

成

ら
ず

。
)
〇

五
山

五
岳

に
同

じ
。

中
国

を
代

表
す

る
五

つ
の
名

山
。
泰

山

(東

岳
)
・

華
山

(
西
岳
)
・
衡

山

(南
岳

)
・
恒
山

(北

岳
)
・
嵩

山

(中
岳

)
。

○

同

氣

兄
弟

。

同
朋

。
○
搦

簸

「
擢

」

は

ふ
る
う

。

「
簸
」

は
あ

お

る
。
○

腎

「
壁

」

に
通
じ

、
押

し

開
く

こ
と

。
○

蹴
朴

「
蹴
」

は

つ
ま
つ

く
、

た

お

れ

る
。

「朴

」

は
た

お

れ

ふ
す

。

○
縫

絡

情

が

厚

く

て
離

散

し

な

い
。
心

に
誓

っ
て
背

か

な

い
。
○

款

人
事

「
款

」
は
う
ち

と

け

る
、
歓

ぶ
。

人

界

の
こ
と

を
歓

談
す

る

こ
と

か
。

〔
訳
文
〕

洞
庭

君
は

柳
毅

を
眺

め

て
、

「
人
界

の
者

で
は
な

い
か

。
」
と

尋

ね
た

。

柳

毅

は

「
左

様

で
ご
ざ

い
ま

す

。
」
と

答

え

、
拝

礼

し

た
。

洞
庭

君

も

返

礼

し
、
霊

虚

殿

に
座

ら

せ
た

。

洞

庭

君

は
柳

毅

に
向

か

っ
て
、

「
水

中

の
都

は
奥

深

く

ひ

っ
そ
り
と

し

て
お

り
、

わ
し

は
愚

か

な
物
知

ら

ず
だ

。

で
あ

る

の
に
そ

な
た

が
千

里

の



道
も
厭

わ
ず

に
お

い
で
に
な

ら
れ

た

の
は

、

一
体
ど

ん

な
御

用
が

お
あ

り

な

の
だ

ろ
う

か
。
」

と

尋
ね

た

。
柳
毅

は

「
私

毅

は
大

王

の
国

に
住

ま

う

者

で
ご
ざ

い
ま
す

。
楚

で
育

ち
、
秦

に
出

か
け

て
学

ん

で
お

り
ま

し
た

。

先

頃
科
挙

に
落

第

し
、

浬
水

の
右
岸

を

の
ん
び
り

と

馬
を

走

ら
せ

て

い
た

所

、
大

王

の
姫

君
が

野
原

で
羊

を
飼

っ
て
お
ら

れ

る

の
を

見

か
け
ま

し

た
。

風

に
乱

さ
れ

た
髭

や
雨

に
さ
ら

さ
れ

た
髪

は
見

る

に
堪

え

な

い
様

子

で

し

た
。

私

が
そ

こ

で
事

情
を

お
尋

ね
し

た
と

こ

ろ
、

『夫

に

は
疎

ん
じ

ら
れ

、

舅

や
姑

に
は
大
事

に
さ
れ
ず

、

こ

ん
な
有
様

と
な

っ
て
し

ま

い
ま
し

た
』

と
仰

ら

れ
ま

し
た
。

さ
め
ざ

め

と
流

さ
れ

る
涙

に
、

私

の
心
は
本

当

に
痛

み
ま

し

た
。

そ
し

て
姫
君

は
私

に
手
紙

を
言

付
け

ら

れ
た

の
で
、
私

は
引

き
受

け

て
こ
ち

ら

へ
お
持
ち

し
た

の
で
す
。
」

と

言

い
、

そ

し

て
手
紙

を

取
り

出

し

て
差

し
出

し
た

。

洞

庭

君

は
手

紙
を

読

み
終

わ

る
と

、
袖

で
顔
を

覆

っ
て
泣

き

、

「
こ

の

老

い
ぼ

れ
た

父

の
罪

だ
。
相

手

の
こ
と

を
良

く
知

る

こ
と
も

で
き

ぬ

ま
ま

に
、

み
す

み
す
無

知
文

盲

の
者

に
嫁

が
せ

て
し
ま

い
、
大
事

な

か
弱

き
娘

を
遠

き
地

で
む

ご

い
目

に
遭

わ

せ

て
し
ま

っ
た
。

そ

な
た

は
通
り

す

が
り

の
者

で
あ

り
な

が
ら

、
よ
く

ぞ
急

ぎ

お
知
ら

せ
下

さ

っ
た

。
幸

運

に
も

齢

を
重

ね

る
こ
と

が

で
き

る
な
ら

ば
そ

の
限
り

、
決

し

て
御
恩

に
背

く

こ
と

は

い
た

さ

ぬ
。
」
と

言

っ
た
。

言

い
終

わ
る

と
ま

た

し

ば

ら
く

悲

し

み
嘆

き
、

左
右

の
者

達
も
皆

涙

を
流

し
た
。

そ

の
時

こ

っ
そ
り

と
洞
庭

君

に
目
配

せ
を

す

る
役

人
が

い
た
。

洞
庭

君

は

そ

の
役

人

に
手
紙

を
渡

し
、
宮

殿
中

の
者

に
知

ら

さ
せ

た
。

し
ば

ら
く

す

る
と
、

宮
殿

中

の
者

が
皆

泣

き
叫
び

始
め

た
。

洞
庭

君

は
驚

い
て
左

右

の
者

に

「
急

ぎ

宮
中

の
者

に
告

げ

て
、

声
を

あ
げ

る

の
を
止

め

さ
せ

よ
。

銭

塘

に
知

ら
れ

た
ら

大
変

だ
。
」
と

言

っ
た

。
毅

が
、

「
銭
塘

と

は
如

何
な

る
御

方

で
し

ょ
う
か

。
」
と

尋

ね

る
と

、

洞
庭

君

は

「
私

の
可
愛

い
弟

だ

。

そ

の
昔

は
銭

塘

江

の
主

で
あ

っ
た
が

、
今

は

政
か

ら
身

を
引

い
て
お

る
。
」

と
答

え

た
。

毅

「
ど
う

し

て
彼

に
知

ら
せ

な

い

の
で
す

か

。
」
洞

庭
君

「
あ

や

つ
の
勇

猛

さ

が
人
並

み
外

れ

て
お

る
か

ら
だ

。
昔

発

が

九
年

間
も

洪

水

に
見
舞

わ

れ

た

の
は
、
あ

や

つ
が

ち

ょ

っ
と

腹
を

立

て
た

か
ら

な

の
だ
。

最
近

で
は
天

の
将

軍
と

仲
違

い
し

て
、

五
山
を

覆

い
尽
く

し

て
し

ま

っ
た
。

上
帝

は
私

の
昔

か

ら

の

い
さ
さ
か

の
功

績

に
免

じ

て
、
弟

の
罪

を

お
許

し

下
さ

っ
た

。

し
か

し

そ
れ

で
も
ま

だ

こ

こ
に
繋

が
れ

て
お
る
。

そ

れ
故

銭

塘

の
者

ど

も

は
毎

日
伺

候

し
に
来

る

の
だ

0
」

話

が
終

わ

ら
な

い
内

に
突

然
大

き

な
音

が
し

て
、

天
地

も
裂

け

ん
ば

か

り
、
宮

殿

は

ぐ
ら

ぐ
ら

と
揺

れ
動

き

、
雲

が
沸

き
上

が

っ
た

。
そ

し

て
に

わ
か

に
身

の
丈

千

尺
余

り

(千
尺

11
三

=

m
)

の
赤

竜

が
姿

を

現
し

た
。

稲

妻

の
よ

う

に
光

る
目

に
血

を
吐

い
た

よ
う

な
舌

、

真

っ
赤

な

鱗

に
火

の

よ
う

な
た

て
が

み
。
首

は
金

の
鎖

を
引

き
ず

り

、
そ

の
鎖

は
玉

の
柱

を

引

い
て

い
る
。

千

の
稲

妻

万

の
雷

が
全

身
を

取
り

巻
き

、

霰

や
雪

、
雨

、

電

が
同

時

に
降

り

注

ぐ
。

そ
う

し

て
青

空

を

押

し

開

い

て
飛

び
去

っ
て

い

っ
た
。

柳
毅

は
恐

ろ
し
く

て
地

面

に
倒

れ
込

ん

で
し
ま

っ
た

。
洞

庭

君

は
自

ら

助

け
起

こ
し

て
、

「
恐

れ

る

こ
と

は

な

い
。
も

ち

ろ

ん
危

害

は
加

え

ぬ

。
」

と

言

っ
た

。
柳

毅

は
し

ば

ら

く

し

て
段

々
落

ち

着

い
て
来

て
、

や

っ
と

動

揺
を

鎮

め
る

こ
と

が

で
き

た

。

そ
し

て

「
ど
う

か
生

き

て
帰

ら

せ

て
下

さ

い
、

銭
塘

君

が
戻

っ
て
く

る
前

に
。
」
と

別

れ

を

告

げ
た

。
洞



庭

君

は

「
ど

う
か

そ
ん

な
こ
と

は

言
わ

な

い
で
下

さ
れ

。
奴

は
行

く
時

は

あ

の
通
り
だ

が
、
帰

っ
て
く

る
時

は
あ
あ

で
は

な

い
。
ど

う

か
私

の
わ

ず

か
ば

か

り

の
思

い
を

尽
く

さ

せ

て
下

さ

れ
。
」
と

言

っ
た
。

そ

し

て
酒

を

命

じ

て
互

い
に
酌

み
交

わ
し
、

人

界

の
こ
と
を

歓
談

し

た
。

(
五
)

〔本

文
〕

俄

而
鮮

風
慶
雲

、
融

融
恰
恰

。

瞳
節

玲
朧
、

籍

詔
以

随
。

紅
欺

千
萬

、

笑
語

煕
煕

。
後
有

一
人

、
自
然

蛾

眉
、

明
瑞
満

身

、
納

穀
参

差
。

迫
而

視

之
、

乃
前
寄

辞
者

。
然
若

喜
若

悲

、
零

涙
如
系

。

須

與
紅
煙

蔽
其
左

、
紫

氣
鉦

其

右
。
香

氣
環

旋

、
入

於
宮

中
。

君
笑

謂

毅

日
、
「
浬

水
之

囚
人
至

 
。
」
君

乃
僻

蹄
宮
中

。
須

輿

、
又

聞
怨

苦
。

久

而
不

已
。

有

頃
、

君
復
出

、
與

毅
飲
食

。

又
有

一
人
披

紫

裳
、

執
青

玉
。

貌
雀

紳

溢
、

立
於

君
左
右

。
謂

毅

日
、

「
此
銭

塘
也
。
」

毅

起
、

趨
拝

之

。
銭
塘

亦

鑑
禮

相
接

、
謂
毅

日
、
「
女

姪
不

幸

、
爲

頑
童
所

辱

。
頼

明
君

子

信
義

昭
彰

、

致

達
遠

冤

。
不
然

者

、
是

爲

浬
陵

之

土
 

。
饗

徳

懐

恩

、
詞

不
悉

心

。
」

毅
据

退
僻

謝
、

傭
仰
唯

唯
。

然

後

回
告

兄
日
、

「向

者

辰

獲

鑑

虚
、

巳
至

浬

陽
、

午

戦
於

彼

、
未

還

於
此

。
中

間
馳

至
九

天
、
以
告

上

帝
。

帝
知
其

冤

而
宥

其
失

、
前

所
遣

責

、

因
而

獲
免

。
然
而

剛
腸
激

登

、
不

逞
僻

候
。
驚

擾
宮

中

、
復

杵
賓

客

。
醜

場

悪
催

、

不
知
所
失

。
」

因
退

而
再

拝
。

君
日

、
「
所

殺
幾

何

。
」

日
、

「
六

十

萬

。
」

「
傷

稼

乎
。
」

日
、

「
八

百

里
。
」

「
無

情

郎

安

在

。
」

日

、
「
食

之

 
。」
君
撫
然
日
、
「頑
童
之
爲
是
心
也
、
誠
不
可
忍
。
然
汝
亦
太
草
草
。

頼
上
帝
顯
聖
、
諒
其
至
冤
。
不
然
者
、
吾
何
辞
焉
。
從
此
已
去
、
勿
復
如

是
。」
銭
塘
復
再
拝
。
是
夕
、
遂
宿
毅
於
凝
光
殿
。

〔訓
読
〕

俄
か
に
し
て
祥
風
慶
雲
あ
り
、
融
融
恰
恰
た
り
。
瞳
節

玲
瀧
と
し
て
、

鯖
紹

以
て
随
ふ
。
紅
赦
千
万
、
笑
語
煕
煕
た
り
。
後
に

一
人
有
り
、
自

然
の
蛾
眉
に
し
て
、
明
瑞

身
に
満
ち
、
納
穀

参
差
た
り
。
迫
り
て
之

さ
き

を
視
れ
ば
、
乃
ち
前
に
辞
を
寄
せ
し
者
な
り
。
然
れ
ど
も
喜
ぶ
が
若
く
悲

こ
ぼ

い
と

し

む

が
若

く
、

涙

を
零

す

こ
と
系

の
如

し

。

お
ほ

の

須
與

に
し

て
紅

煙

其

の
左
を

蔽

ひ
、
紫

気

其

の
右

に
飾

ぶ
。
香

気

環

旋

し
、

宮

中

に

入

る
。
君

笑

ひ

て
毅

に

謂

ひ

て
曰

く

、
「
浬

水

の

囚

人

至

れ
り

」

と
。

君

乃
ち

辞

し

て
宮
中

に
帰

る
。
須

奥

に
し

て
、

や

又

た
怨

苦

を
聞

く

。
久

し
き

も

已
ま
ず

。

し
ば
ら

頃
く

有

り

て
、

君

復

た
出

で
、

毅
と

飲
食

す

。
又

た

一
人
有

り

紫

き

そ
び

裳

を
披

、

青
玉

を

執

る
。
貌

聾

え

神

溢

れ

、
君

の
左

右

に
立

つ
。

は
し

毅

に
謂

ひ

て
曰

く

、

「
此

銭
塘

な
り

」
と

。
毅

起

ち
、

趨

り

て
之

に

拝

す

。
銭

塘

も

亦

た

礼

を
尽

く

し

て
相

接

し

、
毅

に
謂

ひ

て
曰

く

、
「
女

姪

不
幸

に

し

て
、

頑
童

の
辱

む

る
所

と
為

る
。

明

君
子

の
信

義

昭
彰
な

よ

る
に
頼
り
、
遠
冤
を
達
す
る
を
致
す
。
然
ら
ず
ん
ば
、
是

浬
陵
の
土
と

う

お
も

つ

為

り

し
な

ら

ん
。

徳
を

饗

け
恩

を
懐

ふ

こ
と

、
詞

心

を
悉

く

さ
ず

」
と

。

き

た
い

毅

携
退
辞
謝
し
、
傭
仰

唯
唯
た
り
。

か

へ

さ
き

然

る
後

回
り

て
兄

に
告

げ

て

曰
く

、
「
向

は
辰

に
霊

虚
を

発

し

、
巳

に
浬

陽

に
至

り

、
午

に
彼

に
戦

ひ
、
未

に
此

に
還

る
。

中
間

馳

せ

て
九



ゆ
る

天

に
至
り

、
以

て
上
帝

に
告

ぐ
。

帝

其

の
冤
を

知
り

て
其

の
失

を
宥

し
、

ゆ
る

し

か

前

に
遣
責

せ
ら

る

る
所

も
、

因
り

て
免

さ

る
る
を

獲
た

り
。

然

而
れ

ど
も

い
と
ま

剛
腸

激
発
し
、
辞
候
す
る
に
逞
あ
ら
ず
。
宮
中
を
驚
擾
し
、
復
た
賓
客

さ
か

き

て
き
ざ
ん

く

に
杵

ら
ふ
。

偲
場

悪
催

、
失
す

る
所
を
知

ら
ず

」
と

。

因
り

て
退

き

て
再

拝

す
。

君

曰
く

、
「
殺
す

所

は
幾

何
ぞ

」
と
。

曰

く
、
「
六

十
万

」
と

。
「
稼

い
つ

を

傷

つ
く

る
か
」

と
。

曰
く

、
「
八
百

里
」
と

。

「無

情

の
郎

は
安

く

に
か

在

る
」

と

。

曰
く

、
「
之

を
食

ら

へ
り
」

と
。

君

撫

然

と

し

て
曰
く

、

「
頑
童

の
是

の
心

為

る
や
、
誠

に
忍

ぶ
べ
か
ら

ず

。
然

れ
ど

も
汝

も
亦

た

は
な
は

太
だ
草
草
た
り
。
上
帝
の
顕
聖
に
頼
り
て
、
其
の
至
冤
を
諒
せ
ら
る
。
然

ら
ず
ん
ば
、
吾

何
を
か
辞
せ
ん
。
此
よ
り
已
去
、
復
た
是
の
如
く
す
る

勿
か
れ
」
と
。
銭
塘

復
た
再
拝
す
。
是
の
夕
、
遂
に
毅
を
凝
光
殿
に
宿

す
。〔語

注
〕

○
融
融
恰
恰

「融
融
」
「恰
恰
」
と
も
に
和
ら
ぎ
楽
し
む
様
。
○
玲
朧

玉
の
よ
う
に
鮮
や
か
で
美
し
い
様
。
○
箭
紹

舜
が
作

っ
た
と
い
う
音
楽

の
名
。
『
尚
書
』
虞
書

「益
稜
護
」
に

「籍
紹
九
成
、
鳳
皇
來
儀
。」
(篤

紹

九
成
す
れ
ば
、
鳳
皇

来
儀
す
。)
と
あ
り
、
孔
安
国
伝
に

「紹
、

舜
樂
名
。
言
鯖
、
見
細
器
之
備
。
雄
日
鳳
、
雌
日
皇
。
霊
鳥
也
。
儀
有
容

儀
、
備
樂
九
奏
而
致
鳳
皇
、
則
鯨
鳥
獣
不
待
九
而
率
舞
。」
(紹
、
舜
の
楽

あ
ら

の
名

。
籍

と
言

ふ

は
、
細

器

の
備

は

れ
る
を

見

は
す
。

雄
を

鳳

と
日

ひ
、

雌
を
皇

と

日

ふ
。
霊

鳥
な

り
。
儀

容
儀
有

り
、

楽
を

備

へ
て
九

た

び
奏

お
ほ
む

し
て
鳳
皇
を
致
さ
ば
、
則
ち
余
の
鳥
獣

九
を
待
た
ず
し
て
率
ね
舞
ふ
。
)

と
あ
る
。
○
紺
穀

薄
絹
。
○
参
差

長
短
不
揃
い
の
様
。
こ
こ
で
は
丈

の
異
な
る
薄
絹
を
重
ね
着
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
か
。
○
浬
水

第

一
段

落

「浬
川
」
注
を
参
照
。
○
銭
塘

第
四
段
落

「銭
塘
」
注
を
参
照
。
○

頑
童

も
の
の
通
り
の
分
か
ら
な
い
子
供
。
こ
こ
で
は
浬
川
の
竜
王
の
こ

と
を
罵

っ
て
言
う
。
○
捕
退

へ
り
く
だ

っ
て
退
く
こ
と
。
○
傭
仰
唯
唯

「傭
仰
」
は
起
居
動
作
。
「挽
仰
」
に
同
じ
。
「唯
唯
」
は
人
の
意
に
逆
ら

わ
ず
柔
順
な
様
。
○
浬
陽

第

一
段
落

「浬
陽
」
注
を
参
照
。
な
お
浬
陽

と
洞
庭
湖
は
約
六
五
〇
㎞
以
上
離
れ
て
い
る
。
○
霊
虚

・
凝
光
殿

他
書

未
見
。
洞
庭
君
の
宮
殿
の
名
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
。
〇
九
天

天
の
最

も
高
い
と
こ
ろ
。
九
重
の
天
。
『孫
子
』
「形
」
篇
に

「善
守
者
藏
於
九
地

か
く

之
下
、
善
攻
者
動
於
九
天
之
上
。
」
(善
く
守
る
者
は
九
地
の
下
に
蔵
れ
、

善
く
攻
む
る
者
は
九
天
の
上
に
動
く
。
)
と
あ
り
、
杜
牧
注
に

「九
者
高

深
数
之
極
。
」
(九
は
高
深
の
数
の
極
な
り
。)、
梅
発
臣
注
に

「九
地
言
深

不
可
知
、
九
天
言
高
不
可
測
。」
(九
地
は
深
き
こ
と
知
る
べ
か
ら
ざ
る
を

言
ひ
、
九
天
は
高
き
こ
と
測
る
べ
か
ら
ざ
る
を
言
ふ
。)
と
あ
る
。
○
剛

腸

強
く
て
も
の
に
屈
し
な
い
心
。
こ
こ
で
は
そ
の
様
に
決
し
て
晴
れ
な

い
強
い
憤
り
の
感
情
。
○
撫
然

「撫
然
」
の
誤
か
。
『太
平
広
記
』
四
庫

全
書
本
、
注
辟
彊

『唐
人
小
説
』
(中
華
書
局
香
港
分
局

一
九
八
五
年
)、

魯
迅

『唐
宋
伝
奇
集
』
、
塩
谷
温

『晋
唐
小
説
』

(国
訳
漢
文
大
成

国
民

文
庫
刊
行
会

一
九
二
〇
年
)
は

「撫
然
」
に
作
る
。
撫
然
は
が
っ
か
り

す
る
様
。

〔訳
文
〕

急
に
め
で
た
い
風
と
雲
が
わ
き
起
こ
っ
て
和
ら

い
だ
雰
囲
気
と
な
っ
た
。

は
た
ほ
こ

そ
し
て
幡
橦
の
色
も
鮮
や
か
に
、
雅
や
か
な
音
楽
が
そ
れ
に
続
き
、
美
し



く
装

っ
た
多

く

の
美
女

が

に
こ

や
か

に
笑

い
さ
ざ

め

い
て

い
た

。

そ

の
後

ろ

に
は
天
性

の
美

貌

、
全
身

に
美

し

い
宝

玉
を

飾

り

つ
け

、
薄

絹

の
衣
を

重
ね
着

し
た

女
性

が

い
た
。

近
づ

い
て
み
る
と

、

何
と

以
前

言

付

け
を
頼

ん
だ
女

性

で
あ

っ
た
。

し

か
し
喜

ん

で

い
る
と

も

悲

し

ん

で

い
る
と

も

つ

か
ぬ
様

子

で
、
縷

縷
涙

を
流

し

て

い
た
。

し

ば
ら
く

す

る
と
紅

の
煙

が
左

側
を
覆

い
、
紫

の
気

が
右

側

に
広

が

っ

た
。

芳
し

い
気

が
辺
り

を
巡

り
、

宮
殿

の
中

に
入

っ
て

い

っ
た

。

洞
庭

君

は
笑

顔

で
柳

毅

に
向

か

っ
て
、
「
浬

水

の
囚

わ

れ
人

が

帰

っ
て
参

り

ま

し

た
ぞ

。
」
と
言

っ
た
。

そ
し

て
洞
庭

君

は
席

を

立

っ
て
宮

殿

の
中

に
帰

っ
た
。

ま
も

な

く

ま

た
悲

し
げ

な

声

が
聞

こ
え

て
、

そ

れ

は

な

か

な

か
止

ま

な

か

っ
た
。

し

ば
ら
く

す

る
と
洞

庭
君

は
再

び
出

て
き

て
、

柳
毅

と
会

食

し

た
。
す

る
と
ま

た
紫

の
裳

裾
を

着
け

、
青

玉
を
手

に

し
た

人

が
現

れ
た

。
容

貌

は

堂

々
と

、
心

映
え

も
素

晴

ら
し

い
様
子

で
、

洞
庭

君

の
側

に
立

っ
た
。
洞

庭
君

は
柳

毅

に

「
こ
れ

が
銭
塘

君
だ

。
」
と

告
げ

た
。

柳
毅

は
立

ち

上

が

り
、

小
走
り

し

て
拝
礼

し

た
。
銭

塘
君
も

礼

を
尽

く

し

て
応
対

し

、
柳
毅

に

「
我
が
姪

は

不
運

に
も

、
若
造

め

に
辱
め

ら
れ

て
し
ま

い
ま

し

た
。

し

か
し
賢

明

な

る
君
子

の
明

ら
か
な

る
徳

の
御
陰

で
、
遠

き

土
地

で

の
無
実

の
罪

を

知

る

こ
と

が

で
き

ま

し

た

。
さ
も

な
く

ば

、
姪

は

浬
陵

の
土

と

な

っ
て

い
た

で
あ

り
ま

し

ょ
う

。

そ
な

た
か

ら
受

け
た

恩
徳

は

、
言

葉

に

言

い
表

せ
ぬ

程

で
す

。
」
と

言

っ
た
。
柳

毅

は
滅

相

も

な

い
と

退

き

、
言

わ

れ

る
ま

ま

に

ぺ
こ

ぺ
こ
し

て

い
た
。

そ
れ

か
ら
振

り
返

っ
て
兄
た

る
洞

庭
君

に

「先

ほ
ど

は
辰

の
時

(午

前

八
時

頃

)

に
霊
虚

殿

を
出

発

し
、

巳

の
時

(
午
前

十
時

頃
)

に
浬

陽

に
到

着

し
、

午

の
時

(午
後

十

二
時
頃

)

に

そ

こ
で

一
戦
交

え
、

未

の
時

(午

後

二
時

頃
)

に
戻

っ
て
参

り

ま
し

た

。

そ

の
間

に
天
界

の
最

上

層

に
参

り

、

上
帝

陛

下

に
報
告

い
た

し
ま

し
た

。
帝

は
そ

の
答

無
き

事
を

御
存

知

で

、

私

の
失
態

を

お
許

し

下

さ

っ
た
上

、

以
前

お

答

め

に
な

ら

れ
た

こ
と

も

お

許

し
下

さ

い
ま

し
た

。
と

は

い
え

、

腹

の
虫

が
治

ま

ら
ず

に
、

辞
去

の
礼

も
行

わ

ず

に
慌
た

だ

し
く

、

宮

殿

の
中
を

騒

が

せ

て
、
客

人

に
無
礼

を

働

い

て
し
ま

い
ま

し

た
。

何

と
も

こ

の
上

な

く

恥
ず

か

し

い
限

り

で

す
。
」

と
告

げ

、
後

ろ
に
下

が

っ
て
再
拝

し

た

。
洞

庭
君

「
ど
れ

ほ
ど

殺

し
た

の

か
。
」
銭

塘

君

「
六

十

万

人

で
す

。
」

「
作

物

を

傷
付

け

た

の
か

。
」

「
八

百

里

ほ
ど

。
」

「
薄

情

者

は

ど

こ

だ
。
」

「食

っ
て

や
り

ま

し

た
。
」

洞

庭

君

は

が

っ
か
り

し

て
、

「
若

造

め

が

こ
ん

な
心

で
あ

っ
た
と

は
、
ま

こ
と

に

我

慢

の
な

ら

ぬ
こ
と

。

と

は

い
え

そ
な

た
も

軽

率

に
過
ぎ

る
。
陛

下

の
御

賢

察

に
よ

っ
て

こ
の
上

な
き

無

実

の
罪

を
御

理

解

い
た
だ

け

た

の
だ

。
そ

う

で
な

か

っ
た
な

ら
ば

、
私

に
ど

ん
な

弁

解

が

で
き
た

だ

ろ
う

か
。

こ
れ

か

ら

は
、

も

う

二
度

と

斯

様

な

事

は

し

て
は

な
ら

ぬ

ぞ
。
」
と

言

っ
た
。

銭

塘
君

は

再
び

再
拝

し

た

。

そ
し

て
そ

の
晩

は
そ

の
ま

ま
柳

毅

を
凝

光
殿

に

泊
ま

ら

せ
た

。

(六

)

〔本

文
〕

明

日
、

又
宴

毅

於
凝

碧

宮
。

會

友

戚
、

張
廣

樂

、

具
以

醒
醗

、
羅

以

甘

潔

。
初

茄
角

遊

鼓

、
腔

旗

剣

戟

、
舞
萬

夫

於

其
右

。

中
有

一
夫

前

日
、
「
此



銭
塘
破
陣
樂
。」
旋
錘
傑
氣
、
顧
騨
惇
傑
。
坐
客
視
之
、
毛
髪
皆
竪
。

復
有
金
石
綜
竹
、
羅
綺
珠
翠
、
舞
千
女
於
其
左
。
中
有

一
女
前
進
日
、

「此
貴
主
還
宮
樂
。」
清
音
宛
輻
、
如
訴
如
慕
。
坐
客
聴
之
、
不
畳
涙
下
。

二
舞
既
畢
、
龍
君
大
悦
、
錫
以
紋
綺
、
頒
於
舞
人
。
然
後
密
席
貫
坐
、

縦
酒
極
娯
。
酒
酎
、
洞
庭
君
乃
撃
席
而
歌
日
、

「大
天
蒼
蒼
分
、
大
地
荘
荘
。

人
各
有
志
分
、
何
可
思
量
。

狐
神
鼠
聖
分
、
薄
社
依
矯
。

雷
建

一
號
分
、
其
敦
敢
當
。

荷
眞
人
号
信
義
長
、
令
骨
肉
分
還
故
郷
。

齊
言
暫
憶
分
何
時
忘
。」

洞
庭
君
歌
罷
、
銭
塘
君
再
拝
而
歌
日
、

「上
天
配
合
分
、
生
死
有
途
。

此
不
當
婦
分
、
彼
不
當
夫
。

腹
心
辛
苦
分
、
浬
水
之
隅
。

風
霜
満
…髪
分
、
雨
雪
羅
嬬
。

頼
明
公
分
引
素
書
、
令
骨
肉
分
家
如
初
。

永
言
珍
重
分
無
時
無
。」

銭
塘
君
歌
関
、
洞
庭
君
倶
起
奉
膓
於
毅
。
毅
厳
踏
而
受
爵
。
飲
詑
、
復

以
二
膓
奉
二
君
、
乃
歌
日
、

「碧
雲
悠
悠
分
、
浬
水
東
流
ゆ

傷
美
人
分
、
雨
泣
花
愁
。

尺
書
遠
達
分
、
以
解
君
憂
。

哀
冤
果
雪
号
、
還
庭
其
休
。

荷
和
雅
分
感
甘
差
、
山
家
寂
莫
分
難
久
留
。

欲
將
解
去
分
悲
綱
 
。」

歌
罷
、
皆
呼
萬
歳
。

洞
庭
君
因
出
碧
玉
箱
、
貯
以
開
水
犀
。
銭
塘
君
復
出
紅
珀
盤
、
貯
以
照

夜
磯
。
皆
起
進
毅
、
毅
辞
謝
而
受
。
然
後
宮
中
之
人
、
成
以
納
練
珠
壁
、

投
於
毅
側
、
重
畳
換
赫
。
須
與
、
埋
没
前
後
。
毅
笑
語
四
顧
、
憶
揖
不
暇
。

泊
酒
閾
漱
極
、
毅
僻
起
、
復
宿
於
凝
光
殿
。

〔訓
読
〕

そ
な

明

日
、

又

た
毅

を
凝
碧

宮

に
宴

す

。
友

戚

を
会

し

、
広
楽

を

張
り

、
具

ら
う

れ
い

つ
ら

ふ

る
に
醒

醗
を

以

て

し
、
羅

ぬ

る

に
甘
潔

を

以

て
す

。
初

め
茄

角

躍
鼓

、

す
す

施

旗

剣

戟
あ

り

、
万

夫
を

其

の
右

に
舞

は

し
む

。

中

に

一
夫

有

り

て
前

み

て

曰
く

、

「
此

銭

塘

破
陣

楽

な
り

」

と
。

族

錘

傑

気

あ

り
、

顧

駅

た

悸

傑
す

。
坐

客

之

を
視

、
毛

髪

皆

豊

つ
。

復

た
金

石
綜

竹

、
羅

綺
珠

翠

有
り

、

千
女

を
其

の
左

に
舞

は
し

む
。

中

に

一
女

有

り

て
前

進

し

て
曰

く
、

「
此

貴

主

還

宮

楽

な
り

」

と
。

清
音

宛

転

と

し

て
、
訴

ふ

る
が
如

く
慕

ふ
が
如

し

。
坐

客

之

を
聴

き

、
覚
え

ず

し

て
涙

下

る
。

を

た
ま

二
舞

既
に
畢
は
り
、
竜
君

大
い
に
悦
び
、
錫
ふ
に
統
綺
を
以
て
し
、

わ
か

ち
か

つ
ら

ほ
し
い
ま
ま

た
の

舞
人
に
頒
つ
。
然
る
後
に
席
を
密
づ
け
坐
を
貫
ね
、
酒
を
縦
に
し
て
娯
し

た
け
な
は

み
を

極

む
。

酒

酎

に
し

て
、

洞
庭

君

乃
ち
席

を

撃
ち

て
歌

ひ

て

曰
く
、

「
大

天

蒼

蒼
と

し

て
、
大
地

荘
荘

た

り
。

人

各

お

の
志
有

り

、
何

ぞ

思
量

す

べ
き

。



あ
つ

狐
神

鼠

聖
、

社

に
薄
ま

り
賠

に
依

る
。

た
れ

雷
窪

一
た
び

発
せ

ば
、

其

れ
敦
か
敢

へ
て
当

ら

ん
。

い
た
だ

真
人

の
信

義
を

荷
く

こ
と

長
く

、
骨
肉

を

し

て
故

郷

に
還
ら

し
む

。

つ
つ斉

み
て
悪
偲
を
言
ひ
て
何
れ
の
時
か
忘
れ
ん
」
と
。

や

洞
庭
君

歌

罷

み
、

銭
塘

君

再
拝

し

て
歌

ひ

て
曰
く

、

「
上

天

配

合

し
、
生

死

途
有

り
。

此

婦

に
当

た
ら
ず

、
彼

夫

に
当

た
ら

ず

。

腹
心

辛

苦
す

、
浬

水

の
隅
。

風
霜

髪

に
満

ち

、
雨

雪

儒

に
羅

な

る
。

よ

明
公

の
素

書
を

引
く

に
頼

り

て
、
骨
肉

を

し

て
家

す

る
こ
と

初

め

の

如
く

せ

し
む
。

永
く

珍
重

を
言

ひ

て
時
と

し

て
無
き

こ
と

無

し
」

と
。

を

た

銭
塘
君

歌
ふ
こ
と
関
は
り
、
洞
庭
君

倶
に
起
ち
て
膓
を
毅
に
奉
る
。

し
ゆ
く
せ
き

を

毅
蹴

踏

し

て
爵

を
受

く

。
飲

み
詑

は
り
、
復

た

二
膓
を

以

て
二
君

に
奉

り
、

乃

ち
歌

ひ

て
曰
く

、

「
碧

雲

悠

悠

と
し

て
、

浬
水

東
流

す
。

美

人

の
、
雨

の
ご
と

く

泣
き

花

の
ご
と

く

愁

ふ
る
を

傷
む

。

尺
書

遠
く

達
し

、
以

て
君

が
憂

ひ
を
解

く

。

す
す

を

哀

冤

果
た

し

て
雪
ぎ

、
還
り

て
其

の
休

に
処

る
。

い
た
だ

和
雅
を
荷
き
て
甘
差
に
感
ず
る
も
、
山
家

寂
莫
と
し
て
久
し
く
は

留
ま
り
難
し
。

ち
う
ぴ
う

将
に
辞
し
去
ら
ん
と
欲
し
て
悲
し
み
綱
 
た
り
」
と
。

さ
け

歌

罷

み
、
皆

万
歳

と
呼

ぶ

。

洞
庭
君

因
り
て
碧
玉
の
箱
を
出
し
、
貯
ふ
る
に
開
水
の
犀
を
以
て
す
。

銭
塘
君

復
た
紅
珀
の
盤
を
出
し
、
貯
ふ
る
に
照
夜
の
磯
を
以
て
す
。
皆

み
な

起
ち

て
毅

に
進
め

、
毅

辞

謝

し

て
受

く

。
然

る
後

に
宮
中

の
人

、
成

納

綜

珠

壁
を

以

て
、
毅

の
側

に
投
じ

、
重

畳
換

赫

た
り

。
須

輿

に
し

て
、

た
け
な
は

前
後
を
埋
没
す
。
毅

笑
語
四
顧
し
、
椀
揖
す
る
に
暇
あ
ら
ず
。
酒

閾

お
よ

に
し
て

歓

極
ま
る
に
泊
び
、
毅

辞
し
て
起
ち
、
復
た
凝
光
殿
に
宿

る
。〔語

注
〕

○
凝
碧
宮

洞
庭
君
の
宮
殿
の
名
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
。
○
廣
樂

天

上
界
の
音
楽
。
『史
記
』
巻
四
十
三

「趙
世
家
」
に

「我
之
帝
所
甚
樂
。

與
百
紳
游
於
鉤
天
、
廣
樂
九
奏
萬
舞
。
不
類
三
代
之
樂
、
其
聲
動
人
心
。」

ゆ

(我

帝
所
に
之
き
て
甚
だ
楽
し
む
。
百
神
と
鈎
天
に
游
び
、
広
楽
九
奏

万
舞
あ
り
。
三
代
の
楽
に
類
せ
ず
、
其
の
声

人
の
心
を
動
か
す
。
)
と

あ
る
。
○
笏
角

「茄
」
は
葦
笛
。
葦
の
葉
を
捲

い
て
作
る
。
「角
」
は
角

笛
。
共
に
軍
楽
で
用
い
ら
れ
る
楽
器
。
○
輩
鼓

騎
兵
が
馬
上
で
鳴
ら
す

小
鼓
。
○
腔
錐

内
田
泉
之
助

・
乾

一
夫

『唐
代
伝
奇
』
(新
釈
漢
文
大

系

明
治
書
院

一
九
七
八
年
)
は

「
『錘
』
は
、
字
書
に
な
い
字
で
、

或
は

「銚
」
(や
じ
り
)
の
意
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
武
器
で
あ
ろ
う
。
」

と
注
し
、
竹
田
晃

・
黒
田
真
美
子

『枕
中
記

李
娃
伝

鶯
鶯
伝
他
』
(中

国
古
典
小
説
選

明
治
書
院

二
〇
〇
六
年
)
で
は

「
『施
』
は
旗
、
『鐘
』

は
辞
書
に
見
え
な
い
。
「施
旗
剣
戟
」
の

「剣
戟
」
に
相
当
す
る
武
器
と

考
え
ら
れ
る
。」
と
注
す
。
『太
平
広
記
』
諸
本
、
並
び
に
江
辟
彊

『唐
人

小
説
』、
魯
迅

『唐
宋
伝
奇
集
』
な
ど
も
皆

「腔
錘
」
に
作
る
が
、
塩
谷



温

『晋
唐

小
説

』

の
み

「
腔
銚

」

に
作

る
。

銚

は
長

矛
。
今

は
と

り
あ
え

ず

武
器

と

し

て
訳

し

て
お

く

。
○

顧

騒
桿
標

用

例
未

見

。

「
顧
」

は
振

り

返

る
、

「
騨
」

は
速

い
、

「
桿
」

は

猛

々
し

い
、
「
慷

」

は

恐

れ

る
。
前

掲

の
内

田

・
乾

訳
は

「
ゆ

っ
く

り
と

し
た
り

或

は
早

く
し

た
り

、

た
け
だ

け

し
く

し
た
り

、
お

そ
れ

お

の

の
く

よ
う

に
し
た

り

す

る
こ
と

。
舞

人

の

動
作

の
変

化
を

表

わ
す

。
」

と
注

し
、
竹

田

・
黒

田
訳

は

「
ま

わ

り

を
見

回

し
た

り

、
早

い
動

き

を

し
た

り

、
舞

の
動

作
を

表

す

。
」

と
注

す

。
今

諸
家

に
随

い
、
舞

の
動

作
と

解

し

て

お
く
。

○
金

石
練

竹

「金

石

」

は

鐘

や
磐
な

ど

の
金
属

や
石

で

で
き
た
打
楽

器

、
「
綜

」
は
琴

な
ど

の
弦

楽
器

、

「竹

」

は
笛

な

ど

の
管

楽

器
。

さ

ま
ざ

ま

な

楽

器

を

言
う

。

○

眞

人

『太

平
広

記
』

諸
本

、
注

辟
彊

『唐

人
小
説
』

は

皆

「
眞

人
」

に
作

る

が
、

魯

迅

『唐

宋
伝

奇

集
』
・
塩

谷

温

『
晋
唐

小

説
』

は

「
貞

人

」

に
作

る
。

○
儒

膝

ま

で

の
短

い
衣

で
、

暖
を

取
る
た

め

の
も

の
。

○
休

良

い
、

立
派

な

。

こ
こ

で
は
洞
庭

君

の
娘

が
居
る

べ
き
場

所

、
竜
宮

を

言
う

か
。

○

開
水

犀

水

を

開
く

力

を
持

っ
た
犀

、
「
通

天

犀
」

の
こ

と
。

こ

こ

で

は

そ

の
角

を
言

う

の

で
あ

ろ
う

。
『抱

朴
子
』
巻

十
七

「
登
渉

」
篇

に

「
以

得
眞

通

天
犀
角

三
寸

以
上

、
刻

以
爲
魚

、
而

街
之

以

入
水

、
水

常
爲

人
開

、

方

三
尺

、
可
得

氣
息

水
中

。
」

(真

の
通
天
犀

の
角

三
寸

以

上
を

得

る
を
以

ふ
く

て
、
刻
み
て
以
て
魚
と
為
し
、
而
し
て
之
を
街
み
て
以
て
水
に
入
れ
ば
、

水

常
に
人
の
為
に
開
く
こ
と
、
方
に
三
尺
、
水
中
に
気
息
す
る
を
得
べ

し
。)
と
あ
る
。
『抱
朴
子
』
に
拠
れ
ば
こ
の
角
に
は
他
に
も
鳥
を
追
い

払

っ
た
り
、
夜
野
外
に
置
い
て
も
露
が
付
か
な
か
っ
た
り
、
闇
夜
で
も
松

明
の
よ
う
な
光
を
放
つ
な
ど
の
不
思
議
な
性
質
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
角
で

作

っ
た
棒
は
食
べ
物
や
傷
口
の
毒
を
消
す
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
○

照
夜
磯

「磯
」
は
丸
く
な
い
珠
玉
。
「階
侯
珠
」
の
よ
う
に
夜
に
光
を
発

す
る
玉
か
。
『捜
神
記
』
巻
二
十

「階
侯
珠
」
に

「階
侯
出
行
、
見
大
蛇
、

被
傷
中
断
。
疑
其
鑑
異
、
使
人
以
藥
封
之
。
蛇
乃
能
走
。
…
歳
鯨
、
蛇
街

明
珠
以
報
之
。
珠
盈
径
寸
、
純
白
、
而
夜
有
光
明
。
如
月
之
照
、
可
以
燭

室
。
故
謂
之
階
侯
珠
、
亦
日
璽
蛇
珠
、
又
日
明
月
珠
。」
(階
侯

出
行
し
、

大
蛇
を
見
る
に
、
傷
を
被
り
中
断
せ
ら
る
。
其
れ
霊
異
な
る
か
と
疑
ひ
、

よ

に

人
を
し
て
薬
を
以
て
之
を
封
ぜ
し
む
。
蛇

乃
ち
能
く
走
ぐ
。
…
歳
余
に

し
て
、
蛇

明
珠
を
街
み
以
て
之
に
報
ず
。
珠

径
寸
に
盈
ち
、
純
白
に

て

し

て
、

夜

に
光

明
有

り
。

月

の
照

ら
す

が
如

く

、
以

て
室

を
燭

ら

す

べ
し
。

故

に
之

を

階

侯

珠

と

謂

ひ

、
亦

た

霊

蛇

珠

と

日

ひ

、
又

た

明

月

珠

と

日

ふ
。
)

と
あ

る
。

〔訳
文

〕

翌

日
、

ま
た
毅

の
た

め

に
凝
碧

宮

で
宴
を

催

し
た

。
友

人

や
親
戚

を
集

め

、
広

楽
を

演
奏

し

、
旨

酒

を
用

意

し
、
清

潔

な
御

馳
走

を
ず

ら
り

と
並

べ
た
。

最
初

に
葦

笛

と
角

笛

、
鼓

、
戦

旗

、
剣

や
矛

を
手

に

し
た

沢
山

の

武

夫

を
右

側

で
舞

わ

せ
た

。
中

の

一
人

が
進

み
出

て
、

「
こ

れ

は
銭

塘
破

陣

楽

(銭

塘

君

が
敵

陣

を

破

っ
た
曲

)

と
申

し

ま

す
。
」

と

言

っ
た
。
戦

旗

や
武

器

を
用

い
て
猛

々
し

い
雰

囲
気

が
あ

っ
て
、

辺
り

を
見

回

し
た
り

、

調

子

が
速

く
な

っ
た

り

、
猛

々
し

く

な

っ
た
り

、
恐

れ

お

の

の
く

よ
う

に

な

っ
た
り

し
た

。
座

中

の
客

は

こ
れ
を

見

る
と

、
髪

の
毛

が
逆

立

つ
思

い

で
あ

っ
た

。

更

に
打
楽

器

や
弦

楽
器

、
管

楽

器
を

手

に
し

て
、

薄
絹

や
真

珠

、
窮

翠



で
飾

り
立

て
た

沢
山

の
女
性

を
左

側

で
舞

わ

せ
た

。
中

の

一
人

が
進

み
出

て
、

「
こ
れ

は
貴
主

還

宮
楽

(姫
君

が
宮

殿

へ
お
帰

り

に
な

っ
た

曲

)
と

申

し
ま

す
。
」
と

言

っ
た
。

清

ら

か
な
音

色

が

ゆ

っ
た

り

と
変

化

し

、
ま

る
で
何
か

を
訴
え

か

け

て
く

る
か

の
よ
う

に
、
ま

る

で
慕

っ
て
く

る
か

の

よ
う

に
響

い
た

。
座

中

の
客

は

こ
れ
を

聞
く
と

、

知

ら
ず
知

ら
ず

の
内

に

涙

が
流

れ
た
。

二

つ
の
舞
が

終
わ

る
と

洞
庭

君
は
大

い
に
喜

び

、
白

絹
を

下

賜
し

て
舞

人
達

に
分
け
与

え
た

。
そ

れ
か

ら
敷
物

を
近

づ
け

て
並

ん

で
座

り
、

大

い

に
酒
を
飲

ん

で
こ

の
上
な

く
楽

し

ん
だ
。
酒
も

十

分

に
な

っ
た

頃
、

洞
庭

君

は
敷
物

を
叩

い
て
歌

い
だ

し

た
。

「

大

空

は
青

々
と
広

が
り

、
大
地

は
荘

々
と

果

て
し

な

い
。

人

に
は
そ
れ

ぞ
れ
考

え

が
有

る
も

の
、
ど
う

し

て
他

者

が
推

し
量

る
こ
と

が
で
き

よ
う

か
。

や
し
ろ

狐
の
神
や
鼠
の
聖
人
の
如
き
小
人
め
が
、
社
に
集
ま
り
垣
根
に
身

を
寄
せ
て
隠
れ
よ
う
と
も
、

と
ど
ろ

雷
鳴

一
た
び
轟
け
ば
、

一
体
誰
が
刃
向
か
う
こ
と
が
で
き
よ
う

か
。心

正
し
き
御
方
の
信
義
を
久
し
く
受
け
た
御
陰
で
、
我
が
娘
を
帰

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
こ
と
恥
ず
か
し
き
次
第
で
は
あ
り
ま
す
が
、
御
恩
は
片
時
も
忘

れ
ま
せ
ぬ
。」

洞
庭
君

の
歌
が
終
わ
る
と
、
今
度
は
銭
塘
君
が
再
拝
し
て
歌
い
出
し
た
。

「

天
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
運
命
を
案
配
し
、
生
き
る
も
死
ぬ
も
定
め
ら

れ
た
道
が
あ
る
。

さ
れ
ば
我
が
姪
は
妻
と
な
る
べ
き
で
は
な
く
、
奴
め
は
夫
と
な
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

我
が
姪
は
浬
水
の
片
隅
で
心
底
苦
し
む
こ
と
と
な

っ
て
し
ま
い
、

髪
は
風
や
霜
に
曝
さ
れ
放
題
、
雨
や
雪
が
上
着
に
吹
き
付
け
る
と

い
う
有
様
。

あ
な
た
が
手
紙
を
届
け
て
下
さ
っ
た
御
陰
で
、
姪
を
元
通
り
家
に

帰
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

何
時
何
時
ま
で
も
御
礼
を
申
し
上
げ
ぬ
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ
ぬ
。」

銭
塘
君
が
歌
い
終
わ
る
と
、
洞
庭
君
は

一
緒

に
立
ち
上
が

っ
て
毅
に
杯

を
捧
げ
た
。
毅
は
恐
縮
し
つ
つ
杯
を
受
け
た
。
飲
み
終
わ
る
と
、
杯
二
つ

を
洞
庭
君
、
銭
塘
君
の
二
人
に
捧
げ
、
歌
い
出
し
た
。

「

碧
雲
は
ゆ
っ
た
り
と
、
浬
水
は
東
に
向
か

っ
て
流
れ
行
き
ま
す
。

か
ん
ば
せ

美

し
き
方

が

雨

の
よ
う

に
涙

を

流
し

、
花

の
よ
う
な

顔

で
愁
え

て

お
ら

れ

る

の
を

傷

み
ま
す

。

手

紙
が
遥

か

彼
方

か

ら
届

く

こ
と

で
、
王

の
憂

い
を

解

く

こ
と

が

で
き

ま
し

た
。

悲

し
き

恥
辱

を
晴

ら

し
、

再
び

そ

の
良
き

と

こ

ろ

へ
戻

る

こ
と

か

な

い
ま
し

た
。

か
た
じ
け

雅
な
音
楽
添
な
く
御
馳
走
に
も
感
じ
入
り
ま
す
が
、
寂
し
き
茅
舎

の
こ
と
を
思
え
ば
長
居
は
で
き
ま
せ
ぬ
。

い
ざ
お
別
れ
を
申
し
上
げ
よ
う
と
す
る
と
、
悲
し
み
の
気
持
ち
が

ま
と
わ
り

つ
い
て
参
り
ま
す
。」



歌
が
終
わ
る
と
、
み
な
万
歳
と
叫
ん
だ
。

洞
庭
君
は
そ
こ
で
碧
玉
の
箱
を
取
り
出
し
、
開
水
の
犀

(
の
角
)
を
中

に
入
れ
た
。
銭
塘
君
も
紅
珀
の
皿
を
取
り
出
し
、
照
夜
の
磯
を
載
せ
た
。

そ
し
て
二
人
と
も
立
ち
上
が
っ
て
毅
に
進
呈
し
、
毅
は
礼
を
言
っ
て
受
け

取
っ
た
。
そ
れ
か
ら
宮
中
の
人
々
は
、
み
な
彩
絹
や
宝
玉
を
毅
の
側
に
放

り
投
げ
た
。
そ
れ
ら
は
積
み
重
な

っ
て
光
り
輝
き
、
ま
も
な
く
毅
の
前
後

を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
に
な
っ
た
。
毅
は
四
方
に
向
か

っ
て
微
笑
み
か
け
つ

つ
、
礼
を
言
う
暇
も
な
か
っ
た
。
宴
も
盛
り
を
過
ぎ
る
と
、
毅
は
席
を

立
っ
て
ま
た
凝
光
殿
に
泊
ま

っ
た
。

(続
)

元
原
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者
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)


